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東京中学 東京高校 大阪高校 山形中学
対象校数 21 25 玉0 ?
対象者総数 2456 2222 1004 339
男子 1285（52．3）H57（52．玉） 472（47．0） 玉61（47．5）???
女子 1171（47，7） 1060（47．7）530（52．8） 178（52，5）
不明 0（0．0） 5（0．2） 2（0．2） 0（0．0）
1年 2（0，1） 圭124（50．6） 575（57．3） 126（37．2）
?????
2年 2450（99．8）1090（49．D429（42。7） 110（32．4）
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東京中学 東京高校 大阪高校 出形中学
授業中に指名されての意見 27．4@7 2玉．6 23．8 36．6
クラス討論で意見 玉7，4 11．圭 10．王 20．1
クラスの中で異性同級生と 6．4 6．9 7．6 玉．5
＊クラスの中で異性同級 0．0 16．9@7 23．2 0．0@0
???????










クラブ活動で先生と 33．1@7 39．5 40．6S 19．8@7来客に尋ねられて 77．9 76．6 69．7 72．0
授業中に指名されての意見 30．4 22．3 2董．2 42．2
クラス討論で意見 19．0 10．8 8．3 21．1@4クラスの中で異性岡級生と 8．9 9．9 玉0．4 1．9
＊クラスの中で異性購級 0．0 董6．7 20．玉 0．0
???????
クラブ活動で先輩と 39．G 53．9 53．8 11．2
生徒会で意見 19．6 9．9 7．6 47．8
職員室で先生と 76．3@0 73．2@7 77．1 78．3
クラブ活動で先生と 27．1@4 42．4 50．4 28．0
来客に尋ねられて 75．◎ 70．4 63．3 68．9







クラスの中で異性岡級生と 3．8 3．7 5．1 1．1
＊クラスの中で異性同級 0．0 17．3 26．0 0．0
???????
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ボク 47．1 444 7．9 0．6
ワタシ 4．8 85．4 9．2 0．6
アタシ L1 89．1 92 G．6
ワタクシ L6 88．6 92 G．6
アタクシ o．6 89．6 9．2 o．6
オレ 91．7 6．2 L5 o．6
ウチ 5．0 85．1 9．3 0．6
ワシ 4．7 85．6 9．1 0．6
ワイ 5．0 85．2 9．2 0．6
ジブン 12．5 77．4 9．4 o．6
名前 玉．5 782 19．7 0．6
その他 5．7 61．2 32．5 0．6
表5－1－1－b　対異牲同級
㍗ オい
ボク 38．7 52．6 8．4 0．3
ワタシ 3．0 86．7 lo．o 0．3
アタシ 0．8 88．8 10．1 0．3
ワタクシ Ll 88．6 lG．G 0．3
アタクシ 0．5 88．9 10．4 0．3
オレ 88．2 92 2．3 0．3
ウチ 2．8 86．6 10．3 0．3
ワシ 2．5 87．2 10．O 0．3
ワイ 2．7 86．9 10．0 0．3
ジブン 7．9 81．9 9．8 0．3
名前 0．9 78．4 20．5 0．3
その他 2．4 65．4 32．1 0．3
蓑5一匪一1－c　対岡性先輩
ト えい
ボク 63．3 29．5 6．8 0．5
ワタシ 2．4 86．2 10．9 G．5
アタシ G．5 87．9 至L玉 o．5
ワタクシ G．5 87．9 lLl 0．5
アタクシ e．3 88．G 1玉．2 0．5
オレ 58．8 35．1 5．6
H
0．5
ウチ 2．0 86．5 11．0 0．5
ワシ 12 87．3 lLO O．5
ワイ L4 87．0 11．1 G．5
ジブン 9．7 79．1 10．7 0．5
名前 G．4 77．7 2L5 ◎．5
その他 2．9 65．5 3L1 O．5
表5－1－1－d　対担任
ヤ 重い
ボク 77．4 玉8．1 4．4 0．2
ワタシ 40 85．2 10．5 0．2
アタシ 0．4 88．6 韮0．7 02
ワタクシ 0．9 88．3 韮0．5 0．2
アタクシ 0．5 88．5 王0，7 0．2
オレ 45．1 47．9 6．7 0．2
ウチ Ll 88．3 10．4 02
ワシ L2 87．9 10．7 0．2
ワイ 0．9 88．1 蓬0．7 0．2
ジブン 玉0．3 79．1 10．4 0．2
名前 0．5 78．5 20．7 0．2
その他 L3 66．1 32．4 O．2
表　5－1－1－e　対校長
》 乞い
ボク 80．3 茎4涯 4．8 0．8
ワタシ 6．8 8L3 H．1 0．8
アタシ o．2 87．2 玉L8 0．8
ワタクシ 2．6 84．9 1L8 0．8
アタクシ 0．3 87．2 1蓋．8 0．8
オレ 至2．4 76．5 玉0．4 0．8
ウチ 0．5 87．0 11．8 0．8
ワシ 0．4 87．韮 茎L8 O．8
ワイ 1．1 86．5 1L7 0．8
ジブン 9．8 78．2 茎1。2 G．8
名葡 G．5 77．韮 2L6 0．8
その他 5．4 64．6 29．3 G．8
薮…5－1－1－f　　　文ミ｝来客（男）
、 カい
ボク 82．2 13．8 3．7 0．3
ワタシ 7．8 8L4 10．5 G．3
アタシ 0．3 88．5 10．9 0．3
ワタクシ 2．韮 86．8 10．7 0．3
アタクシ 0．5 8＆2 1LG 0．3
オレ 16．6 73．5 9．6 0．3
ウチ L2 87．9 lG．7 0．3
ワシ 0．9 87．9 10．9 0．3
ワイ LO 88」 玉0．6 0．3
ジブン 9．9 79．3 10．5 G．3
名前 0．8 79．5 19．4 0．3
その他 L5 67．9 30．4 0．3
ボク
ワタシ










































































































ボク 2．9 9L8 5．0 0．3
ワタシ 73．4 23．5 2．9 0．3
アタシ 69．6 27．2 3．0 0．3
ワタクシ 2．8 9L9 5．G 0．3
アタクシ L7 93．1 5．0 G．3
オレ 3．2 9L4 5．1 G．3
ウチ 8．5 86．3 5．0 0．3
ワシ 0．6 94．G 5．重 0．3
ワイ G．5 943 5．O 0．3
ジブン 9．7 845 5．5 0．3
名前 18．0 72．6 9．1 0．3
その他 6．7 69．6 23．6 0．3
表5一唾一2－b　対異性同級
、 尤い
ボク L2 『932 5．6 0．1
ワタシ 71．4 26．0 2．5 0．1
アタシ 649 3L5 3．5 0．1
ワタクシ 0．9 93．6 5．5 o．｝
アタクシ 0．3 94．2 5．4 o．1
オレ 1．2 93．3 5．5 0．1
ウチ 32 91．o 5．6 0．1
ワシ 0．3 93．9 5．7 0．1
ワイ 0．1 944 5．4 0．1
ジブン 5．2 89．3 5．4 0，玉
名前 9．0 8L8 9．1 G．1
その他 2．9 743 22．9 o．1
表5－1－2－C　　jをサ同性先輩
レ えい
ボク 0．8 93．4 5．6 0．2
ワタシ 81．4 16．7 1．8 G．2
アタシ 46．O 49．4@7 4．4 0．2
ワタクシ 0．6 93．4 5．8 0．2
アタクシ 0．1 93．9 5．8 0．2
オレ 0．3 93．9 5．6 0．2
ウチ o．9 92．7 6．2 0．2
ワシ 0．2 93．9 5．8 0．2
ワイ θ．1 93．9 5．8 0．2
ジブン 3．8 go．4 5．6 0．2
名前 2．6 87．2 10．0 O．2
その他 L6 74．1 24．2 0．2
表　5－1－2一　d　対担任
、 カい
ボク 0．7 93．4 5．8 0．1
ワタシ
N
84．5 13．7 L7 G．1
アタシ 43．9 51．5 45 o．1
ワタクシ 1．2 93．G 5．7 α1
アタクシ 0．3 93．7 6．0 0．玉
オレ 3．3 93．9 5．8 0．玉
ウチ 0．7 92．7 6．5 0，玉
ワシ o．2 93．5 6．2 0．1
ワイ 0，王 94．0 5．8 0．1
ジブン 4．2 90．2 5．6 0．1
名前 3．4 87．4 9．1 0．1
その他 G．8 76．3 22．8 G．1
表　5－1－2－e　対校長
㌧ オい
ボク 0．2 92．9 6．6 0．3
ワタシ 86．6 10．8 2．2 O．3
アタシ 23．5 70．3 5．9 0．3
ワタクシ 3．9 89．4 6．3 0．3
アタクシ 0．3 92．8 6．6 0．3
オレ o．1 93．0 6．6 0．3
ウチ τ　0．2 92．1 7．4 0．3
ワシ o．1 92．4 7．2 0．3
ワイ 0．1 93．1 6．5 0．3
ジブン 2．3 9G．9 6．4 0．3
名前 0．8 89，韮 9．8 0．3
その他 3．5 74．3 2L9 G．3
表5－1－2一　f　対来客（男）
㌻ オい
ボク 02 93．6 6．1 0．1
ワタシ 88．2 9．9 L8 0．1
アタシ 26．0 68．6 5．4
U
0．圭
ワタクシ 3．1 90．7 6」 0．1
アタクシ 0．3 93．3 6．2 o．1
オレ 0．1 93．6 6．2 o．1
ウチ O．4 92」@7 7．3 o．1
ワシ 0．1 93．1 6．7 0．1
ワイ 0．2 93．7 6．1 o．1
ジブン 2．3 9L7 5．9 o．1
名前 0．5 go．9 8．5 0．1
















































































































ボク 27．0 6L5 lLI 0．5
ワタシ 5．2 82．4 1圭．9 0．5
アタシ 2．7 85．0 lL8 0．5
ワタクシ 1．6 85．8 12，G 0．5
アタクシ O．8 86．5 12．2 0．5
オレ 9L3 5．7 2．5 0．5
ウチ 3．3 84。韮 12．1 0．5
ワシ 2，玉 85．5 lL9 0．5
ワイ 1．4 85．9 12．2 0．5
ジブン 10．6 76．8 12．G 0．5
名前 L6 79．5 18．3 0．5
その他 3．4 55．4 40．8 0．5
表5－1－3－b　文目異性同級
レ オい
ボク 26．1 45．4 11．2 O．6 16．7
ワタシ 3．3 66．5 13．G 0．616．7
アタシ L9 67．8 圭3．1 0．6 16．7
ワタクシ G．8 68．7 13．2 0．6 16．7
アタクシ 0．6 69．0 茎3．1 0．6 16．7
オレ 7L9 7．8 3．0 0．6 16．7
ウチ 至．2 68．3 圭3．2 0．6 16．？
ワシ 0．8 68．9 13．1 0．6 16．7
ワイ 0．4 69，玉 13．2 0．6 16．7
ジブン 8．3 6L5玉3．0 0．6 16．7
名前 LO 62．6 玉9．2 0．6 16．7
その他 1．2 44．2 37．4 0．6 16．7
表5－1－3一　c　対同性先輩
、 カい
ボク 63．0 27．6 8．G L5
ワタシ 8．0 78．9 lL6 L5
アタシ 2．2 84．5 lL8 L5
ワタクシ 1．9 84．6@7 12．0 L5@7
アタクシ Lo 85．6 12．0 L5
オレ 644 282 6．0 L5




ワシ L2 85．3 12．G L5
ワイ LO 85．7 1L8 L5@7
ジブン 25．2 62．1 王L1 L5
名前 0．8 76．1 2L7 1．5@7
その他 1．8 52．豆 44．7 1．5
表　5－1－3－d　対担任
、 オい
ボク 75．0 18．8 5．9 0．3
ワタシ 10．4 77．7 lL6 0．3
アタシ 1．8 85．8 12．0 0．3
ワタクシ 2．4 85．3 lL9 0．3
アタクシ 0．6 86．8 12．3 0．3
オレ 43．4 48．3 8．0 O．3
ウチ L4 86．1 12．2 0．3
ワシ 0．6 86．9 12．1 G．3
ワイ 0．8 86．9 12．0 G．3
ジブン 21．4 66．6 1董．6 0．3
名前 0．5 77．5 2L6 0．3
その飽 o．8 54．5 44．4 0．3
表5一1－3一『?　対校長
い カい
ボク 73．8 茎9．3 5．9 LO
ワタシ 16．3 70．4 玉2．2 LO
アタシ 1，畦 85．0 玉2．6 LO
ワタクシ 3．0 83．6 玉2．4 LO
アタクシ G．5 85．7 茎2．7 1．0
オレ 13．7 74．2 1L1 LO
ウチ o．7 85．5 12．8 1．0
ワシ 0．6 85．8 12．5 LO




名前 0．3 77．4 2L3 1．0
その他 3．8 53．5 4L7 1．o
表5－1－3－f　丈寸来客（男）
b えい
ボク 76．2 18．0 5．2 0．6
ワタシ 17．0 7L玉 ll．2 0．6
アタシ L2 86．G 12．2 0．6
ワタクシ 2．4 85．2 11．8 0．6
アタクシ 0．5 86．6 12．3 0．6
オレ 15．2 73．5 10．7 0．6
ウチ 1．o 86．3 王2．1 0．6@7
ワシ 0．6 86．8 12．0 o．6
ワイ O．8 86．6 12．0 O．6
ジブン 18．7 69．2 lL5 0．6
名前 0．3 78．8 20．2 0．6



























































































































ボク L7 87．4 10．8 G．1
ワタシ 63．8 30．1 6．0 o．1
アタシ 69．9 24．5 5．5 0．1
ワタクシ L4 87．6 10．8 0．1
アタクシ G．8 88．2 10．8 0．1
オレ 1．6 87．5 lO．8 o．玉
ウチ 5．0 84．0 10．9 G．1
ワシ 0．6 88．2 玉Ll 0．1
ワイ 0．5 88．6 10．8 0」
ジブン 6．0 83．3 10．6 0．1
名前 1L7 75．7 12．5 0．1




ボク 0．7 7G．7 1玉．o 0．4 17．3
ワタシ 54．2 22．3 5．8 G．4 玉7．3
アタシ 53．8 23．05．6 0．4 17．3
ワタクシ e．5 70．8 11ユ 0．4 17．3
アタクシ 0．2 7G．9 11．2 0．4 17．3
オレ 0．4 70．9 lLo 0．4 17．3
ウチ 2．2 68．7 11．5 e．417．3
ワシ 0．0 7LO茎1．3 o．4 圭7．3
ワイ G．0 7L2玉L圭 0．4 玉7．3
ジプン 2．6 68．6 lL玉 0．4 17．3
名前 4．7 63．8 13．9 0．4 17．3
その他 L347．7 33．4 o．4 17．3
表5－1－4－c　対同性先輩
レ カい
ボク 0．6 88．5 10．7 0．3
ワタシ 80．5 15．2 4．1 0．3
アタシ 56．O 36．3 7．4 0．3
ワタクシ 1．1 87．9 10．7 0．3
アタクシ 0．4 88．7 10．7? 0．3
オレ O．7@7 88．4@7 10．7 0．3ウチ 3．4 85．5 10．8 0．3
ワシ O．2 88．6 10．9 0．3
ワイ 0。｝ 8＆9 正α8 0．3
ジブン 6．6 82．6 le．5 0．3
名前 3．8 81．9 14．1 0．3
その他 2．6 56．6 40．7 0．3
表5－1－4－d　対担任
レ えい
ボク 0．6 88．7 董0．7 G．1
ワタシ 86．4 10．8 2．7 G．1
アタシ 42．O 49．5 8．4 G．1
ワタクシ Lo 88．3 10．6 G．1
アタクシ G．2 89．1 10．7 G．1
オレ 0．2 89．2 lO．6 G．1
ウチ 0．9 88．1 lO．8 oほ
ワシ 0．0 89．0 lo．9 o，…
ワイ 0．0 89．2 lG．7 o．｝
ジブン 5．3 83．9 10．8 o．玉
名前 G．8 842 茎4．9 0．玉
その他 O．8 58．3 40．8 0。要
垣5－1－4一・e　対校長
， 尤い
ボク 0．6 87．9 11．0 0．5
ワタシ 88．6 8．玉 2．8 0．5
アタシ 22．1 67．7 9．7 0．5
ワタクシ 3．9 848 王0．8 G．5
アタクシ 0．3 87．8 11．4 0．5
オレ 0．1 88．4 茎LO G．5
ウチ 0．3 87．4 玉L9 0．5
ワシ 0．董 88．2 H．2 o．5
ワイ 0．0 88．4 1L1 G．5
ジブン 3．0 85．董 1L4 0．5
名前 o．1 84．2 15．3 0．5
その他 L7 59．5 38．3 0．5
表5－1－4－f　対来客（男）
、 オい
ボク 0．5 88．5 隻。．9 Oj
ワタシ 89．6 8．3 2．0 0．1
アタシ 249 65．5 9．5 0．1
ワタクシ 2．8 86．1 10．9 o．1
アタクシ 0．S 88．4@7 11．0 0．1オレ o．1 88．9 王0。9 0，玉
ウチ 0．3 88．0 lL6 G．1
ワシ G．0 88．7 H2 0．1
ワイ o．o 88．9 lLO 0．玉
ジブン L6 87．2 1王．1 0．1
名前 0．玉 85．0 148 o．1


































































































































































ワタクシ 026 茎0． ?? 20




















ワテ 026 玉0． ?? 20










5 2 0．8 20
表胴一トC　対尚性先輩
、 カい






















































































ボク 8　8 1ユ 4
??
ワタシ 7 7 玉1
??























ワテ 0．2 8． 11
…．














ワタシ lo 7　6 10。
??
アタシ




























































































































































ワタシ 5 4． 5
??
アタシ 6 3 40 ??

























その他 7 5． 3 G．2
表5－1－6一　b　群竹性説級
、 乏い
ボク 02 6 6 ?? 2






6 6 0．2 26
アタクシ
??






ウチ 13 5 5 0．2 26
ワシ
??
6 6 0．2 2
ワイ
??
6 6 0．2 2
ワテ
??














































ジブン 21． 7 5
??











アタシ 4． 4 4
??




















ジブン 12 8 6
??























































アタシ 2 6． 5
??





























































































































































ボク 15．5 8L4 3．1 0．0
ワタシ 2．5 944 3．1 0．0
アタシ L2 95．7 3．1 G．0
ワタクシ L2 95．7 3．1 G．o
アタクシ L2 95．7 3．玉 0．G
オイ 54．7 41．6 3．7 G．G
オレ 95．7 4．3 0．0 0．G
オラ 5．6 9L3 3．｝ 0．G
ワシ 3．7 93．2 3．1 0．0
ジブン 9．9 87．0 3．1 0．0
名前 O．6 8L4 18．0 0．0
その他 L8 63．4 34．8 0．0
表5－1－7一　b　対異牲同級
， オい
ボク 8．7 88．2 3．1 0．0
ワタシ 0．0 96．9 3，玉 o．o
アタシ 0．6 96．3 3」 o．o
ワタクシ O．6 96．3 3．1 G．0
アタクシ L2 95．7 3．1 0．0
オイ 49．1 46．0 5．0 0．0
オレ 96．3 3．7 0．0 0．0
オラ 3．1 93．8 31 0．0
ワシ 1．2 95．7 3．1 0．0
ジブン 3．7 93．2 3．1 0．0
名前 0．6 8L4 18．0 0．0
その他 0．6 66．5 32．9 0．0
表5－1－7一・c　対同性先輩
、 カい
ボク 9．9 87．0 3．1 0．0
ワタシ 0．6 95．0 4．3 0．0
アタシ 0．0 96．9 3．1 0．0
ワタクシ 0．0 96．9 3．1 0．0
アタクシ 0．0 96．9 3．1 0．0
オイ 47．2@7 49．7 3．1 o．o
オレ 9玉．3@7 6．8 L9 G．Gオラ 1．9 95．O 3．1 o．o
ワシ L2 95．7 3．1 0．0
ジブン 2．5 94．4 3．1 0．0
名前 0．0 80．1 19．9 ⑪．o
その他 0．6 64．6 34．8 0．G
表5一肇一7－d　対担任
、 オい
ボク 60．2 37．9 1．9 0．0
ワタシ L2 95．7 3．茎 0．G
アタシ 0．6 96．3 3．1 0．0
ワタクシ 0．0 96．9 3．1 0．0
アタクシ 0．6 95．7 3．7 0．0
オイ 30．4 65．8 3．7 0．G
オレ 67．7 3G．4 L9 0．G
オラ L9 95．0 3．1 0．0
ワシ L2 95．7 3．亘 0．0
ジブン 9．3 87．0 3．7 O．0
名前 G．0 83．2 16．8 0．0
その他 G．0 67．7 32．3 O．0
衰5刊一アーe　対絞長
、 オい
ボク 83．2 14．9 L9 0．0
ワタシ し2 93．2 5．6 G．0
アタシ 0．0 94．4 5．6 0．0
ワタクシ 0．6 93．8 5．6 G．o
アタクシ L2 93．2 5．6 o．o
オイ 7．5 87．0 5．6 0．O
オレ 12．4 82．6 5．0 0．0
オラ G．0 94．4 5．6 O．0
ワシ G．0 94．4 5．6 0．0
ジブン 8．1 86．3 5．6 G．0
名前 L2 77．0 2L7 G．0
その他 5．G 6L5 33．5 0．0
表5一ト7－f　対来客（男）
ヤ オい
ボク 80．1 19．3 0．6 0．0
ワタシ 3．1 9L3 5．6 0．0
アタシ 0．6 944 5．0 0．0
ワタクシ 王．2 93．8 5．0 0．0
アタクシ L2 93．8 5．0 0．0
オイ 7．5 87．6 5．0 0．0
オレ 20．5 75．8 3．7 0．0
オラ L2 93．8 5．0 0．O
ワシ 0．6 94．4 5．0 0．G
ジブン 5．6 89．4 5．0 0．0
名前 0．0 8L4 玉8．6 0．0























































































ボク 22 96．1 L7 0．0
ワタシ 33」 64．6 2．2 0．0
アタシ 68．0 32．0 0．0 O．0
ワタクシ 0．0 98．3 L7 o．o
アタクシ o．G 97．8 2．2 o．o
オイ 62．4 37．玉 0．6 o．G
オレ 20．2 78．1 1．7 0．G
オラ C．0 972 2．8 0．0
ワシ L1 972@7 1．7 0．Q
ジブン 3．4 94．4 2．2 0．0
名前 9．6 83．7 6．7 0．0
その他 3．9 75．8 20．2 o．o
表5－1－8－b　対異性同級
ト オい
ボク Ll 96．6 2．2 0．0
ワタシ 28．7 69．1 2．2 0．0
アタシ 64．0 35．4 0．6 0．0
回転クシ 0．0 97．8 22 0．0
アタクシ 0．0 96．6 3．4 O．0
オイ 52．8 46．1 L1 0．0
オレ 14．6 83．1 2．2 G．o
オラ 0．O 97．8 2．2 0．G
ワシ 0．G 97．8 22 0．O
ジブン 1．玉 96，董@7 2．8 0．0
名前 6．7 83．1 10．1 0．0
その他 3．4 742 22．5 0．0
表5＋8－c対同性先輩
、 オい
ボク 0．0 972 2．2 O．6
ワタシ 53．4 44．9 1．1 0．6
アタシ 52．8 44．9 玉．7 0．6
ワタクシ 0．0 97．2 2．2 0．6
アタクシ 0．0 96．6 2．8 0．6
オイ 25．8 70．8 2．8 0．6
オレ 5．6 9L6 2．2 o．6





ジブン L7 94．4 3．4 0．6
@1
名前 3．9 86．O 9．6 0．6
その他 2．4 75．3 21．9 0．6
表5一遷一8－d　対担任
㌻ カい
ボク G．0 98．3 茎．7 0．0
ワタシ 7L9 28．1 0．0 0．0
アタシ 43．8 54．5 1．7 0．0
ワタクシ 0．6 97．8 L7 0．0
アタクシ 0．0 97．8 2．2 0．0
オイ 21．9 76．4 L7 0．0
オレ 4．5 92．7 2．8 0．0
オラ 0．G 98．3 L7 0．0
ワシ 0．0 98．3 L7 G．G
ジブン 2．2 96．1 L7 G．0
名前 L1 92．7 6．2 0．0
その他 1．2 78．1 20．8 0．0
表5－1－8一・e　対校長
7 カい
ボク G．o 97．2 2．8 G．0
ワタシ 90．4 9．0 0．6 0．0
アタシ 玉9．7 77．5 2．8 0．0
ワタクシ 1．王 96．1 2．8 0．0
アタクシ 0．6 96．6 2．8 0．0
オイ 1．1 96．玉 2．8 0．0
オレ G．6 96．6 2．8 0．0
オラ 0．G 972 2．8 0．0
ワシ 0．G 97．2 2．8 0．0
ジブン L圭 96．1 2．8 0．0
名前 0．0 90．4 9．6 0．0
その他 2．8 73．6 23．6 0．0
表5－1－8－f　対来客（男）
、 カい
ボク O．0 96．6 2．8 0．6
ワタシ 91．6 7．9 0．0 ’0．6
アタシ 17．4 79．8 22 0．6@1
ワタクシ L7 94．9 2．8 0．6
アタクシ 0．0 96．6 2．8 0．6
オイ 0．6 96．玉 2．8 0．6
オレ 0．0 96．6 2．8 0．6












名莇 0．0 92．7 6．7 0．6




























































































使う 使わない 無印 全てNR
キミ 149 75．3 8．2 1．6
アナタ 2．2 87．4 8．9 L6
アンタ 3．玉 85．9 9．4 L6
オマエ 42．7 48．2 7．5 L6
オメェ 2L9 67．6 8．9 L6
オタク 2．9 86．6 8．9 1．6
ジブン 1．3 87．9 9．3 L6
姓÷クン 13．9 75．6 9．0 1．6
姓＋サン 4．5 83．6 10．4 1．6
姓呼捨て 58．4 32．5 7．5 L6
名＋クン 9．3 80．5 8．6 L6
名＋サン 3．0 86．0 9．4 1．6
名÷チャン 3．3 85．5 9．6 L6
名呼捨て 30．4 58．7 9．3 L6
ニックネーム・あ酩 37．2 54．0 7．2 玉．6
その他 6，肇 70．7 21．6 L6
使う 使わない 無印 全てNH
キミ 王L7 89．0 7．6 0．7
アナタ 3．7 87．4 8．2 0．7
アンタ 5．董 85．5 8．6 0．7
オマエ 33．9 58．3 7．2 0．7
山畠ェ 14．6 75．6 9．2 0．7
オタク 4．8 86．6 7．9 O．7
ジブン L3 89．7 8．2 0．7
姓＋クン 5．2 85．4 8．7 G．7
姓＋サン 22．3 68．4 8．6 0．7
姓呼捨て 60．2 33．5 5．6 G．7
名＋クン 5．8 85．0 8．6 0．7
名＋サン 7．3 83．4 8．6 G．7
名÷チャン 7．0 83．3 9．0 0．7
名呼捨て 18．0 7玉．8 9．5 0．7
ニックネーム・あだ名 37．2 55．5 6．6 O．7
その他 4．5 71．6 23．2 0．7
表5－2－1－b　対岡性友人
使う 使わない 無印 全てNR
キミ 12．8 79．3 7．4 0．5
アナタ 2．3 89．3 7．8 0．5
アンタ 6．．8 849 7．8 G．5
オマエ 46．5 46．3 6．6 0．5
オメェ 28．7 63．0 7．8 0．5
オタク 6．5 85．4 7．6 0．5
ジブン 2．6 88．6 8．2 0．5
姓＋クン 2L3 70．0 8．1 0．5
姓÷サン 7．0 83．0 9．5 o．5
姓呼捨て 55．8 36．8 6．8 0．5
名＋クン 16．7 74．0 8．8 0．5
名かサン 5，茎 85．6 8．8 0．5
名÷チャン …7．7 73．9 7．9 G．5
名呼捨て 45．2 46．6 7．6 0．5
ニッタ軒ム・あだ名 86．韮 9．6 3．7 0．5
その他 7．1 67．◎ 25．4 G．5
表5－2－1一　d　対圏性先輩
使う 使わない 無印 全てN鷺
キミ 2．4 87．9 8．3 L4
アナタ 1．2 89．2 8．2 L4
アンタ 1．3 88．8 8．5 L4
オマエ 4．3 86．垂 8．2 L4
オメェ 3．1 86．6 8．9 茎．4
オタク L2 88．8 8．6 茎．4
ジブン 0．9 89．1 8．6 1．4
姓＋クン 26．0 65．2 7．4 L4
姓÷サン 8．9 80．6 9．◎ 1．4
姓呼捨て 6．9 82．8 8．9 L4
名＋クン 15．7 744 8．5 L4
名牽サン 4．9 83．7 10．G 1．4
名÷チャン 3．7 85．4 9．5 1．4
名呼捨て 5．4 84．4 8．9 L填



































































































使う 使わない 無印 全てNR
キミ 4．4 90．6 3．8 1．1
アナタ 4．4 90．9 3．6 1．1
アンタ 4．4 90．5 3．9 1．1
オマエ 2．4 92．4 4．1 1．1
オメェ ⑪．9 940 4．0 1．1
オタク 0．8 943 3．8 1．1
ジブン 0．3 94．7 3．8 至．1
姓＋クン 1茎．4 83．5 40 玉．1
姓＋サン 72．7 244 茎．8 玉．玉
姓呼捨て 19．2 75．7 3．9 i．1
名＋クン 5．0 ge．0 3．8 L韮
名＋サン 董6．7 78．7 3．4 蓋．玉
名＋チャン 30．7 64．6 3．6 1曾匪
名呼捨て 10．8 83．4 4．7 韮．王
ニックネーム・あだ名 29．4 66．2 3．3 1．1
その他 2．8 75．5 20．6 董．1
使う 使わない 無印 全てNR
キミ 4．4 91。韮 3．5 0．9
アナタ 3．9 91．4 3．8 0．9
アンタ 20．5 74．8 3．8 0．9
オマエ 8．7 86．6 3．8 0．9
オメェ 3．5 91．0 4．5 0．9
オタク 22 93．1 3．8 o．9
ジブン L5 93．3 4．3 o．9
姓÷クン 39．8 55．7 3．6 0．9
姓＋サン 5．6 88．8 4．6 0．9
姓呼捨て 71．6 25．2 22 o．9
名＋クン 15．0 80．5 3．5 o．9
名＋サン 3．5 9玉，2 4．4 o．9
名†チャン 12．5 82．9 3．7 o．9
名呼捨て 22．8 70．8 5．5 e．9
ニックネーム・あ酩 50．0 46．2 2．9 0．9
その他 3．8 74．2 2LO o．9
表5－2－2一　b　対同性友人
使う 使わない 無電 全てNR
キミ 5．5 90．6 3．4 0．5
アナタ 9．5 86．4 3．6 0．5
アンタ 23．7 72．4 3．4 0．5
オマエ 玉L6 84．1 3．8 0．5
オメェ 7．8 87．4 4．3 0．5
オタク 6．0 90．1 3．4 0．5
ジブン 2．5 93．G 4．0 0．5
姓＋クン 7．5 87．4 4．5 0．5
姓＋サン 40．0 56．1 3．4 0．5
姓呼捨て 48．7 47．1 3．8 O．5
名＋クン 46 90．7 4．2 0．5




名呼捨て 47．9@6 46．8 48@6 0．5@6
ニックネーム・あだ名 87．4 10．8 L3 0．5
その他 4．o 72．3 23．1 0．5
表5－2－2－d　対國性先輩
使う 使わない 無印 全てNR
キミ 0．3 95．3 3．8 0．6
アナタ 0．6 94．7 4．1 0．6
アンタ 0．4 95．0 3．9 0．6
オマエ 0．3 95．1 3．9 0．6@7
オメェ 0．2 95．1 4．1 0．6
オタク 0．霊 95．4 3．9 0．6
ジブン e．3 95．o 4，董 o．6
姓＋クン 2．0 93．4 40 o．6
姓＋サン 重2．3 83．G 4．1 0．6
姓呼捨て 1．8 93．8 3．8 0．6
名÷クン 0．3 95．0 4．1 0．6
名÷サン 3．8 90．9 4．8 0．6
名÷チャン 2．8 89．6 7．0 0．6@7
名呼捨て L董@3 93．9P 4．4T1 O．6@7
ニックネーム・あだ名 5．3 9G．G 41 0．6
センパイ 92．6 5．6 L3 o．6









































































































使う 使わない 無印 全てNR
キミ 圭0．6 7…．6 7．9 9．9
アナタ L6 80．3 8．1 9．9
アンタ 3．⑪ 78．8 8．2 9．9
オマエ 44．1 39．3 6．7 9．9
オメェ 2G．7 60．2 92 9．9
オタク L3 80．3 8．5 9．9
ジブン 1．2 79．9 8．9 9．9
姓＋クン 王4．2 67．5 8．4 9．9
姓＋サン 5．6 75．0 9．4 9．9
姓呼捨て 63．9 19．9 6．3 9．9
名＋クン 5．3 76．5 8．3 9．9
名命サン 2．9 79．王 8．玉 9．9
名÷チャン 4．4 77．3 8．4 9．9
名呼捨て 29．1 52．6 8．3 9．9
ニッタ魁ム・あだ名 4G．4 42．5 7．2 9．9
その他 41 59．6 26．3 9．9
表5－2－3－c　　　文寸異’性績】級
使う 勧ない 無印 全て醸 男搬
キミ 9．2 65．5 7．2 L5 16．7
アナタ 2．6 7L2 8．0 L5 16．7
アンタ 4．2 69．6 8．0 L5 玉6，7
オマエ 玉6．5 57．9 7．4 1．5 玉6．7
オメェ 7．9 65．7 8．3 1．5 茎6．7
オタク L6 71．9 8．4 L5@7 16．7
ジブン L4 72．0 8．5 L5 ！6．7
姓＋クン 3．5 69．5 8．9 1．5 16．7
姓＋サン 50．8 249 6．1 1．5 16．7
姓呼捨て 28．5 46．0 7．3 1．5 16．7
名＋クン 2．2 7L7 8．G 1．5 16．7
名＋サン 歪2．6 61．3 8．G L5 玉6．7
名＋チャン 7．4 65．9 8．5 L5 16．7
名呼捨て 8．7 641 9．G L5 韮6．7
ニッタ恥ム・あだ名 2L852．7 7．3 韮．5 圭6．7
その他 2．2 51．5 28．玉 L5 董6，7
表5－2－3一　b　対同性友人
使う 使わない 無印 全てNR
キミ 1玉．1 79．5 8．5 Lo
アナタ 2．7 87．4 9．0 LO
アンタ 8．2 81．8 9．0 LO
オマエ 52．玉 40．4 6．6 LO
オメェ 31．2 58．6 92 LO
オタク 3．4 86．9 8．7 LO
ジブン L7 88．3 9．o LO
姓乎クン 23，… 67．5 8．5 王．0
姓÷サン 6．9 8Ll 王L1 LO
姓呼捨て 70．6 22．0 6．4 叢．0
名＋クン 1王．1 78．7 9．2 Lo
名＋サン 4．2 85．1 9．7 LO
名＋チャン 13．5 76．8 8．7 LO
名呼捨て 42．4 46．3 互0．3 Lo
ニックネーム・あだ名 7L5 22．0 5．6 Lo
その他 41 60．6 34．3 LO
表5－2－3－d　　　文寸同性先輩
使う 使わない 無印 全てN8
キミ 2，玉 86．5 8．6 2．8
アナタ L4 86．8 9．1 2．8
アンタ L7 86．8 8．7 2．8
オマエ 4．7 83．9 8．6 2．8
オメェ 3．7 846 8．9 2．8
オタク L3 86．9 9．0 2．8
ジブン L5 86．6 9．2 2．8
姓＋クン 玉2．8 75．0 9．4 2．8
姓＋サン 32．7 55．7 8．8 2．8
姓呼捨て 6．2 81．8 9．2 2．8
名＋クン 7．6 8G．8 8．8 2．8
名＋サン 13．3 75．2@7 8．7 2．8
名＋チャン 4．o 82．7@7 10．5 2．8名呼捨て 4．1 83．7 9．4 2．8
ニッタ㍗ム・あだ名 23．王 66．蓬 8．0 2．8
センパイ 71．6 20．8 48 2．8








































































































使う 使わない 無印 全てNR
キミ 3．8 82．2 7．3 6．8
アナタ 6．9 79．2 7．2 6．8
V
アンタ 5．0 80．9 7．3 6．8
オマエ 2．0 83．8 7．5 6．8
凹凹ェ L4 84．◎ 7．8 6．8
オタク 0．9 852 7．1 6．8
ジブン 0．5 85．3 7．5 6．8
姓＋クン 12．9 72．0 8．3 6．8
姓＋サン 59．9 27．4 5．9 6．8
姓呼捨て 22．3 63．7 7．3 6．8
名＋クン 5．9 79．9 7．4 6．8
名乎サン 17．8 68．4 7．0 6．8
V




ニックネーム・あだ名 4L8 45．3 6．1 6．8
その他 4．7 59．0 29．5 6．8
使う 鋤ない 無印 全て甑 好校
キミ 2．4 73．4 6．5 0．5 17．3
アナタ 3．G 72．5 6．8 0．5 17．3
アンタ 9．5 66．0 6．7 G．5 17．3
オマエ 3．6 72．2 6．5 0．5 17．3
オメェ 1．2 73．8 7．3 0．5 茎7．3
オタク LO 74．4 6．8 0．5 17．3
ジブン 0．6 746 7．！ 0．5 17．3
姓÷クン 64．3 146 3．3 G．5 17．3
姓＋サン 2．3 7L6 8．4 G．5 17．3
姓呼捨て 25。韮 52．0 5．2 0．5 17．3











名呼捨て 7．5 67．4@47．4 0．5 17．3ニッタ魁ム・あだ名 30．3 46．6 5．4 G．5 董7．3
その他 2．0 5至．3 29．0 0．5 藁7。3
表5辺一4一　b　対同性友人
使う 使わない 無印 全てNH
キミ 6．3 86。玉 7．0 0．6
アナタ 9．2 83．1 7．1
V
0．6
アンタ 23．7 69．3 6．4 o．6
オマエ 8．1 84．6 6．7 0．6
オメェ 5．6 86．5@1 7．4 0．6
オタク 2．8 89．5 7．1
V
0．6
ジブン 0．9 9L3 7．2 0．6
姓＋クン 4．2 87．3 7．9 0．6
姓＋サン 34．7 58．0 6．7 0．6
姓呼捨て 4L2 52．3 5．9 0．6
名÷クン 2．7 89．2 7．5 0．6
名÷サン 15．7 76．4 7．4 0．6
名＋チャン 66．6 2＆1 4．7 o．6
名呼捨て 45．0 48．5 5．9 G．6
ニックネーム・凝名 80．6 董6，0 2．8 0．6
その他 3．5 59．2 36．7 O．6
表5－2－4－d　対同性先輩
使う 使わない 無印 全てNR
キミ 0．5 92．4 6．7 0．5
アナタ L7 9LO 6．8 0．5
アンタ L3 91．4 6．8 0．5
オマエ 0．3 92．5 6．7 0．5
オメェ 0．2 92．5 6．9 o．5
オタク 0．3 92．4 6．9 O．5
ジブン 0．6 9L5 7．5 0．5
姓＋クン 2．9 89．3 7．3
V
0．5
姓＋サン 18．4 75．0 6．1 0．5
姓呼捨て L7 90．9 6．9 0．5
名牽クン 1。韮 9王．5 6．9 0．5
名＋サン 9．1 82．8 7．6 0．5
名＋チャン 52 85．6 ＆8 0．5
名呼捨て 茎．9 9G．8 6．9 0．5
ニッタ㌍ム・あだ名 16．8 76．1 6．6 0．5
センパイ 92．3 5．5 1．8 0．5



































































































































オマハン 0．8@4 83．7R95 9．1S3 6．4R0































































































その他 11．0@5243．0QG3 24．8P17 1．1@5 2G．1@95
嚢　5－2－5一　b　対同性友人


































































































オメェ o．6@3 87．5S13 8．3R9 3．6P7




















































































































































オメェ 0．4@2 89．1S72 5．1Q7 5．5Q9
オマハン 0．G@G 89．6S75 4．9Q6 5．5Q9
オタク 0．8@4 88．7S70 5．1Q7 5．5Q9


































使う 鑓わない 無印 全て醸 開校
キミ 1．3@7 67．0R55 5．7R0 0．0@0 26．OP38















































その他 14．7@7838．7Q05 2G．6P09 0．0@0 26．OP38
表5－2－6－b　対同性友人


















































































使う 使わない 無印 全てNR
キミ 0．2@1 92．5S90 4．7Q5 2．6P4
アナタ 1．3@7 9L7S86 4．3Q3 2．6P4
アンタ 1．7@9 90．9S82 4．7Q5 2．6P4
オマエ 0．6@3 92．3S89 4．5Q4 2．6s4
オメェ G．2@1 92．5Sgo 47Q5 2．6P4
オマハン 0．2@1 92．3S89 4．9Q6 2．6P4
オタク G．2@1 92．5S9G 4．7Q5 2．6P4























































































使う 使わない 無印 全てNR
キミ 2．5@4 88．2P42 L9@3 7．5P2
アナタ L9@3 8＆2ﾊ42 2．5@4 7．5P2
















ジブン L9@3 88．2P42 2．5@4 7．5P2
姓 20．5@33 68．3ﾊlo 3．7@6 7．5P2?
44．1@71 39．8@64 8．7P4 7．5P2
その他 15．5@25 58．4@94 玉8．6@30 7．5¥2
使う 使わない 無印 全てNR

















ワ 39．玉@63 54．0@87 6．8? 0．0@0






ジブン G．6@1 96．3P55 3．1@5 0．G@o
姓 29．2@47 64．6ﾊ04 6．2ﾊ0 0．0@0?
33．5@54 57．1@92 9．3P5 0．O@o
その他 20．5@33 60．2@97 玉9．3@3韮
0．0@0
衰5辺一7一　b　対詞性友人
使う 使わない 無印 全てNR
































姓 34．8@56 59．6@96 5．6@9 o．o@o?







使う 使わない 無御 全てNR
キミ 3．1@5 go．7P46 4．3@7 1．9@3
アナタ 3．玉@5 go．1､45 5．0@8 1．9@3
アンタ 5．0@8 88．2B42 5．0@8
董．9
@3
オマエ 1．9@3 90．7P46 5．6@9 L9@3











ワレ 5．6@9 88．2､42 4．3@7 1．9@3
ジブン 3。玉@5 89．4ﾊ44 5．6@9 1．9@3








































































使う 使わない 無的 全てNH
キミ 191@2 88．2s57 2．2@4 8．4s5
アナタ 2．2@4 87．6P56 L7@3 8．4P5
アンタ 12．9@23 76．4P36
2．2@4 ＆4P5
オマエ 0．6@1 88．8P58 22@4 8．4P5
オメ 25．8@46 62．9P12 2．8@5 8．4I5
ワ 5．1@9 82．0P46 4．5@8 8．4P5
ワネ 3．4@6 86．0､53 2．2@4 8．4¥5
ワレ G．0@0 89．3P59 2．2@4 8．4P5
ジブン o．6@1 88．2Pδ7 2．8@5 8．4P5





その他 20．2@36 60．1s07 11．2@20 8．4ｾ5






アナタ 1．1@2 95．5P70 2．8@5 0．6@1
アンタ 25．3@45 71．9P28 2．2@4 0．6@1
オマエ 玉．玉@2 94．9¥69 3．4@6 0．6@圭
オメ 54．5@97 43．3@77 1．7@3 0．6@1
?
15．7
@28 77．5P38 6．2P玉 0．6@1
ワネ 2．8@5 94．4P68 22@4 0．6@玉
ワレ 0．O@G 97．2P？3 2．2@4 0．6@1
ジブン o．G@O 97．2氓V3 2．2@4 o．6@至









使う 使わない 無印 全てNR
キミ 2．2@4 94．9P69 2．2@4 0．6@1
アナタ 3．4@6 93．3P66 2．8@5 0．6@1
アンタ 28．1@50 68．5P22 2．8@5 G．6@玉
オマエ 2．2@4 94．9P69 2．2@4 0．6@1
オメ 62．4Pn 36．5@65 0．6@玉
0．6@1
?






ワレ G．6@1 96．6P72 2．2@4 G．6@1










その他 32．6@58 50．0@89 16．9@30 G．6@1
表5－2－8一　d　対同性先輩
使う 使わない 無印 全てN汽
キミ 0．6
@1 96．1B71 2．2@4 1．1@2
アナタ 2．8@5 93．8P67 2．2@4 1．1@2











































































































呼ばれる 凹田ない 無印 全て蕪R
キミ 4．7 89．3@7 5．6 0．5
アナタ L8 92．1 5．7 0．5
アンタ 2．6 9L1 5．8 0．5
オマエ 2玉．6 72．8 5．1 0．5
オメェ lL4 82．4 5．7 0．5
オタク 2．1 91．5 5．9 0．5
ジブン 1．2 92．2 6．玉 o．5
姓＋クン 13．5 80．玉 5．9 0．5
姓＋サン L8 91．4 6．4 0．5
姓呼捨て 40．8 53．8 5．0 0．5
名÷クン 9．9 83．8 5．8 0．5
名÷サン 1．7 91．2 6．6 0．5
名＋チャン 6．3 87．2 6．1 0．5
名呼捨て 24．1 68．6 6．8 0．5
ニッタ㍗ム・あだ名 63．1 33．2 3．2 0．5
その他 3．4 74．6 21．6 0．6
担任からの呼ばれ方の実際
呼ばれる 駈れない 四脚 全てN武
キミ 10．8 85．0 3．8 0．4
アナタ 5．8 89．7 4．1 0．4
アンタ 3．玉 922 4．3 0．4
オマエ 16．3 79．2 4．0 0．4
オメェ 4．4 ge．4 4．9 0．4
オタク 1．2 93．9 44 0．4
ジブン O．8 94．2 4．7 G．4
姓÷クン 349 6L2 3．5 G．4
姓÷サン L2 93．1 5．4 G．4
姓呼捨て 68．9 28．1 2．6 0．4
名＋クン 12．8 82．3 44 0．4
名＋サン 韮．2 93．2 5．2 0．4
名＋チャン 2．8 9L8 5．e 0．4
名呼捨て 24．G 69．3 6．4 o．4
ニックネーム・あだ名 韮7。G 78．2 4．4 G．4
その他 1．6 78．3 玉9．7 0．4
表5－3－1一　b　同性同級からの呼ばれ方の好悪
好き 中立 嫌い 無臨 全てNR
キミ 7．9 24．3 63．73．7@7 0．5
アナタ 3．5 16．2 76．玉@7 3．7 0．5
アンタ 2．4 14．2 79．13．8 0．5
オマエ 7．5 23．4 65．0 3．7 0．5
オメェ 4．5 17．2 73．5 4．4 0．5
オタク 3．4 15．3 77．0 3．8 0．5
ジブン 2．4 13．2 79．8 4．茎 G．5
姓＋クン 22．8 27．1 45．8 3．9 0．5
姓＋サン 5．8 16．o 73．3 4．5 ◎．5
姓呼捨て 27．6 25．8 41．74．4 0．5
名＋クン 18．2 玉9，6 58．玉 3．7 0．5
名＋サン 4．0 玉5．0 76．1 4．4 0．5
名÷チャン 7．6 14．0 74．3 3．6 0．5
名呼捨て 19．3 21．0 55．0 4．2 0．5
ニックネーム・あだ名 59．1 15．922．6 L9 G．5
その他 3．7 0．0 62．8 33．0 G．5
表5－3－1－d　担任からの呼ばれ方の努悪
好き 中立 嫌い 無印 全てNR
キミ 8．2 22．0 66．4 2．8 0．5
アナタ 3．6 茎5，8 77．1 3．0 0．5
アンタ 1．4 茎L1 83．7 3．2 o．5
オマエ 4．6 韮3．6 78．4 2．8 0．5
オメェ 2．6 9284．5 3．2 G．5
オタク 2．8 lc．4 83．2 3．0 0．5
ジブン 玉．9 lO．8 83．0 3．7 0．5
姓＋クン 3L419．3 46．0 2．8 0．5
姓＋サン 3．3 12．5 79．4 4．2 0．5
姓呼捨て 4L922．0 32．82．7 0．5
名＋クン 玉5．3 16．5 65．2 2．5 0．5
名＋サン 2．7 lo．7 82．1 3．9 0．5
名＋チャン 3．3 茎0．4 82．3 3．3 0．5
名呼捨て 17．6 16．6 L9 3．4 0．5
ニックネーム・あだ名 18．7 玉8．5 59．5 2．8 0．5























































































呼ばれる 陥れない 無印 全てNR
キミ 1．8 95．2 2．6 0．3
アナタ 2．5 94．4 2．8 0．3
アンタ 5．0 91．9 2．8 0．3
オマエ 3．3 93．4 2．9 0．3
習知ェ 2．4 94．1 3．2 o．3
オタク 0．9 96．1 2．6 0．3
ジブン O．6 96．2 2．8 0．3
姓＋クン o．4 95．6 3．7 0．3@4
姓＋サン 35．5 6L6 2．6 0．3
姓呼捨て 玉9，4 77．7 2．6 0．3
名＋クン 0．3 96．2 3．2 0．3
名÷サン 7．6 88．7 3．3 0．3
名＋チャン 32．4 64．3 3．0 G．3
名呼捨て 15．1 81．0 3．5 0．3
ニックネーム・あ酩 5LO 47．0 1．7 0．3
その他 2．9 77．8 19．0 0．3
担任からの呼ばれ方の実際
呼ばれる 呼ばれない 無印 全てNR
キミ 3．9 94．4 L5 q．1
アナタ 玉3．6 85．1 L3 0。玉
アンタ 2．9 95．0 2．0 G．1
オマエ 1α8 87．1 2．0 0．1
オメェ 2．7 94．6 2．6 0．1
オタク 0．8 97．4 L7 0．圭




姓＋サン 58．2 40．2 1．5 0．1
姓呼捨て 7L3 27．6 LO 0．玉
名＋クン 0．3 97．8 L9 G．1
名＋サン 9．4 88．8 1．7 0．1
名乎チャン 7．9 89．5 2．5 0．1
名呼捨て 12．3 84．0 3．6 G．1
ニックネーム・あだ名 10．3 87．7 1．9 0．1
その他 2．0 78．7 19．2 0．1
表5－3－2一　b　同性同級からの呼ばれ方の好悪
好き 中立 嫌い 無印 全て醸
キミ 2．6 15．1 80．6 L2 0．5
アナタ 2．9 玉6．0 79．4 L2 0．5
アンタ 2．6 12．6 82．9@7 L3P 0．5
オマエ 2．3 蓋0．7 85．O L5 0．5
オメェ 玉．5 7．3 89．玉 1．6 0．5
オタク 董．7 ，9．4 87．0 1．4 0．5
ジブン 0．9 6．6 90．7 王．3 O．5
姓＋クン 韮．3 6．4 89．4 2．4 G．5
姓＋サン 27．5 31．6 39．3 1．玉 0．5
嬉呼捨て 26．9 28．3 42．7 L6 0．5
名＋クン 0．8 6．1 go．9 L7 0．5
名＋サン 9．0 19．8 69．0 L7 0．5
名卓チャン 42．9 2王．7 33．6 1．3 0．5
名呼捨て 36．0 22．7 39．3 L5 0．5
ニックネーム・あ酩 7L413．6 13．5 1．o 0．5
その他 2．1 G．⑪ 6？．7 29．6 G．5
表5－3－2－d　担任からの呼ばれ方の婦悪
好き 中立 嫌い 無印 全てNR
キミ 2．2 14．282．3 1．2 0．1
アナタ 5．0 17．2 76．5 L3 0．1
アンタ 0．8 4．6@493．3 L3 o．1
オマエ 2．G 7．5 89．2 L3 0．1
オメェ 0．5 3．0 95．o 1．5 0．玉
オタク 0．4 4．2 93．9 L4 0，王
ジブン α1 5．o 93．2 L6 o．1
姓＋クン 0．4 4．4 92．8 22 o．1
姓＋サン 56．3 19．8 22．5 1．3 0．1
姓呼捨て 44．1 24．5 30．1 1．2 0．玉
名＋クン G．3 3．0 95．4 1．3 o．1
名＋サン 9．6 16．玉 72．8 L4 o．1
名＋チャン 8．7 13．7 75．9 1．6 G．1
名呼捨て 12．0 玉3、4 72．2 2．3 0．1
ニックネーム・あだ名 15．3 20．2 63．4玉．i G．1
















































































































呼ばれる 騨れ妙 無印 全てNR
キミ 6．1 87．0 5．7 1．2
アナタ L3 9L6 5．9 L2
アンタ 2．6 89．9 6．3 L2
オマエ 24．9 68．1 5．8 玉．2
オメェ ll．5 80．7 6．6 1．2
オタク L5 91．2 6．玉 1．2
ジブン 董．0 91．5 6．3 L2
姓＋クン 24．9 682 5．7 L2
姓＋サン 3．9 87．3 7．6 L2
姓呼捨て 60．6 34．1 4．1 王．2
名＋クン 5．8 87．1 5．9 玉．2
名＋サン 1．5 90．9 6．4 1．2
名＋チャン 6．0 87．0 5．8 1．2
名呼捨て 17．3 75．0 6．5 L2
ニッタ恥ム・あだ名 37．2 57．0 46 L2
その他 2．9 67．玉 28．9 L2
担任からの呼ばれ方の実際
呼ばれる 浮ばれない 無印 全てNR
キミ 18．6 76．9 3．3 L2
アナタ 7．7 87．4 3．7 L2
アンタ 2．o 92．9 3．9 1．2
オマエ 15．0 80．4 3．5 1．2
オメェ 2．2 92．3 4．3 1．2
オタク L2 93．9 3．6 1．2
ジブン Lo 93．8 40 1．2
姓＋クン 38．7 56．9 3．2 12
姓＋サン 3．0 9茎．4 4．3 1．2
姓呼捨て 73．5 22．6 2．8 L2
名＋クン 5．4 89．5 3．9 L2
名季サン 0．7 93．5 4．6 L2
名＋チャン 1．2 93．5 4．1 L2
名呼捨て 8．6 84．6 5．6 12
ニックネーム・あだ名 4．3 90．3 4」 L2
その他 2．o 65．9 30．9 L2
表5－3－3－b　同性同級からの呼ばれ方の搏悪
好き 中立 嫌い 無印 全てNR
キミ 7。韮 25．3 62．9 3．9 0．8
アナタ 44 玉7．2 73．3 4．3 0．8
アンタ 2．5 玉5．4 77．3 4．玉@7 0．8
オマエ 玉L3 30．9 53．1 3．9 0．8
オメェ 6．5 22．8 65．8 4．1 0．8
オタク 2．5 10．4 82．6 3．7 0．8
ジブン 2．1 玉3．1 79．9 4．1 G．8
姓＋クン 32．3 28．73透．1 4．1 o．8
姓＋サン 9．6 20．2 64．王 5．3 0．8
姓呼捨て 48．1 27．8 20．玉 3．1 0．8
名＋クン 14．6 23．2 57．0 4．5 G．8
名＋サン 5．4 17．1 72．3 4．4 0．8
名＋チャン 8．O 16．8 70．3 4．2 0．8
名呼捨て 27．1 23．2 44．9 4．0 G．8
ニッタ魁ム・あだ名 47．4 23．9 25．0 3．0 0．8
その他 8．6 0．0 52．5 38．0G．8
表5－3－3－d　担任からの呼ばれ方の嬉悪
好き 中立 嫌い 無邸 全て醸
キミ lL428．7 56．0 2．7 1．2
アナタ 6．3 20．2 69．4 2．9 L2
アンタ L7 9．8 8452．8 1．2
オマエ 5．5 16．9 73．6 2．9 L2
熱源ェ L7 9．6 84．4 3．0 L2
オタク L6 8．0 86．2 3．0 1．2
ジブン L2 9．9 84．0 3．6 1．2
姓＋クン 37．7 24．1 34．3 2．7 L2
姓＋サン 6．6 14．8 73．4 4．1 玉．2
嫉呼捨て 51．O 26．1 19．52．2 L2









ニックネーム・あ酩 12．4 19．4 6442．6 L2





































































































呼ばれる 駆れない 無印 全て醤R
キミ 1．5 94．2 3．9 0．4
アナタ 3．1 92．5 4．0 0．4
アンタ 6．0 89．9 3．7 0．4
オマエ 2．5 93．0 41 0．4
オメェ 1．7 93．9 4．i 0．4
オタク 0．8 95．o 3．8 0．4
ジブン 0．6 95．0 4．1 O．4
姓÷クン G．4 94．6 4．6 G．4
姓＋サン 39．8 56．3 3．5 0．4
姓呼捨て 15．9 79．7 4．0 0．4
名ψン 0．3 95．2 4．2 0．4
名÷サン 7．3 87．9 4．4@7 0．4
名＋チャン 32．豆 648 2．7 0．4
名呼捨て 玉5．5 79．7 4．4 G．4
ニックネーム・あだ名 39．2 58．0 2．5 o．4
その他 2．5 68．6 28．6 0．4
二二からの呼ばれ方の実際
呼ばれる 職れない 無二 全てNR
キミ 12．5 85．1 L8 0．7
アナタ 15．6 81．8 2．0 0．7
アンタ L7 95．7 2．O 0．7
オマエ 9．0 88．5 L9 0．7
オメェ 0．3 96．8 2．3 0．7
オタク 0．7 96．5 2．2 0．7
ジブン 0．7 96．茎 2．5 0．7
姓÷クン 3．1 93．2 3．Q Q．7
姓÷サン 6G．8 37．5 1．0 G．7
姓呼捨て 58．6 39．6 1．玉 G．7
名＋クン 0．0 97．4 2．G 0．7@7
名＋サン 6．6 90．8 2．G 0．7
名＋チャン 2．5 94．3 2．5 G．7
名呼捨て 43 9L6 3．4 O．7
ニッタ恥ム・あだ名 3．0 94．3 2．O 0．7
その他 o．9 69．G 29．4 0．7
表5－3－4一　b　圏性同級からの呼ばれ方の野悪
好き 中立 嫌い 無印 全てNR
キミ 2．5 15．6 80．2 1．1 0．6
アナタ 5．1 20．1 73．0 1．2 0．6
アンタ 42 17．1 77．1 1．0 0．6
オマエ 3．0 13282．1 L1 G．6
オメェ ｝．2 9．8 86．9 L5 0．6
オタク L2 5．8 91．2 L2 0．6
ジブン 王．1 4．6 92．3 L4 o．6
姓÷クン 1．2 6．3 90．2 1．7 G．6
姓＋サン 27．3 37．0 33．7L5 0．6
姓呼捨て 28．6 30．6 38．71．6 0．6
名＋クン 玉．0 5．4 9L7 1．3 0．6
名＋サン 13．8 23．3 61．1 L2 o．6
名÷チャン 55．1 19．224．2 o．9 0．6
名呼捨て 49221．1 28．1LO O．6
ニッタ恥ム・あ酩 67．9 14．4 15．8L3 0．6
その弛 48 O．0 52．5 42．2 0．6
表5－3－4－d　担任からの呼ばれ方の好悪
好き 中立 嫌い 無印 全て磁
キミ 5．8 22．5 69．91．0 0．8
アナタ 9．1 24．4 64．61．圭 0．8
アンタ 0．8 5．4 9圭．8 1．3 0．8
オマエ 2．5 7．8 87．7 L1 0．8
オメェ 0．4 3．4 94．韮 茎．4 0．8
オタク 0．6 3．0 94．6 LO 0．8
ジブン G．5 3．8 93．6 1．4 G．8
姓＋クン 2．1 8．7 86．玉 2．4 G．8
姓＋サン 63．8 19．4 14．7L3 0．8
姓呼捨て 43．9 26．0 28．5 0．8 0．8
名川ン 0．3 3．5 94．0 L5 0．8
名市サン 8．9 14．2 74．5 1．7 0．8
名÷チャン 6．3 ll．2 80．4 L3 G．8
名呼捨て 8．2 12．5 77．1L繧 0．8
ニックネーム・あだ名 12．4 16．968．7・ 茎．3 0．8

































































































好き 中立 嫌い 無印 全て黙
ニッタ㍗ム・あだ名 76．0812．82 10．230．62 0．25
名÷クン 61．4216．5420．471．57 G．00
姓÷クン 55．17 28．7413．792．30 0．00
名＋チャン 53．0912．3532．102．47 0．00
姓呼捨て 51．9127．8619．270．95 0．00
名呼捨て 48．7125．48 24．52玉．29 0．00
姓÷サン 43．488．7G30．4317．390．00
キミ 40．00 23．33 35．OO玉 67 0．00
名÷サン 36．369．0954．55G．OG 0．00
オタク 29．637．41 62．960．OG 0．00
ジブン 26．6733．334G．000．OG 0．OG
アンタ 24．2421．2154．550．00 0．00
オマエ 22．6635．61 39．21．52 0．00
話芸ェ 叢7．6931．97 48．981．36 0．00
アナタ 韮3．04 13．04 73．910．oe 0．00
担任から実際呼ばれてどうか
妊き 中立 嫌い 無印 全て猷
名＋クン 62．42 15．15 21．211 韮 0．00
娩＋クン 61．83 21．43韮6．29 0．22 0．22
ニックネーム・献名 59．3620．09圭9．63 o．91 0．00
姓呼捨て 55．9825．06茎7．6玉 王．13 0．23
名呼捨て 52．6019．8韮 25．65圭．95 0．00
キミ 40．29 29．50 29．500 72 G．00
姓＋サン 40．GO13．3340．006．67 0．00
名÷チャン 38．89 25．0036．1茎 0．GG 0．00
ジブン 30．00 10．0060．GO0．00 0．00
アナタ 24．32 35．14 39．191 35 e．00
名＋サン 20．OG玉3．3360．OG6．67 G．00
オタク 18．75 25．0056．250．00 0．00
オマエ 17．62 33．3348．570．48 G．00
オメェ 14．29 26．7957．141．79 G．00
アンタ 10．OG 35．0055．OG0．GO 0．OO
表5－3－5－b　同性同級からもし呼ばれたらどうか
好き 中立 嫌い 無印 全て黙
ニックネーム・あだ名 30．2董 21．7847．G70．94 G．00
姓＋クン 18．G8 27．3153．161．36 0．10
名÷クン 13．7420．3364．531．30 0．G9
姓呼捨て 10．2725．6261．222．75 0．14





アナタ 3．21 16．8278．701．18 O．◎8
オマエ． 3．lo19．9876．070．75 0．1玉
オタク 2．7215．9080．101．19 0．09




好き 中立 嫌い 無印 全て翻
姓＋クン 15．1218．8164．551．27 0．25
姓呼捨て 10．8015．5171．75王，66 0．28
ニッタ魁ム・あだ名 9．85 18．6170．15王．09 0．30
名＋クン 8．0317．玉1 73．820．76 0．28
名呼捨て 6．4015．7376．07王．46 0．34
キミ 4．王2 2圭．4373．350．82 0．27





滋藤ェ 1．98 8．7088．03玉．G3 0．26
オマエ 1．8710．1286．84O．88 0．29
ジブン 1．65H．0785．621．40 G．25
























































































好き 中立 嫌い 無印 全て醸
ニックネーム・あだ名
@　7
91．625．70 2．18 0．34 0．17
名＋チャン 77．5710．55 10．551．06 0．26





名÷サン 40．4520．22 37．082．25 0．00
名÷クン 33．330．GO66．670．00 G．00
玉詠ェ 2玉．4339．29 39．290．00 0．00
姓＋クン 20．OGG．0080．000．00 0．GO
アンタ 玉8．9746．5531．031．72 ！．72




好き 中立 嫌い 無印 全て甑
姓＋サン 77．9714．836．75 0．44 0．GO
ニックネーム・あだ名 6G．3321．4918．180．00 0．00
姓呼捨て 57．13 24．7917．25 0．840．OO
名÷サン 54．55 19．0926．360．00 G．03
名＋チャン 51．6122．58 24．731．08 0．GO
名呼捨て 49．31@723．6125．302．08 0．00アナタ 25．7939．6233．33玉．26 0．00
キミ 21．7430．43 47．830．00 0．00
オマエ 14．9626．77 56．691．57 0．00
オメェ 9．38董5．63 75．000．GO 0．OG
アンタ 8．8226．476玉．76 2．94 0．00
オタク 0．0◎ 22．22 77．78◎．00 0．00
ジブン O．0057．1荏42．860．OG 0．00
姓＋クン O．0020．GO 8G．00．GO 0．00
再出クン 0．00 0．00100．000．00 0．00
表5－3－6一　b　同性同級からもし呼ばれたらどうか







アナタ 2．71 15．2081．72G．36 0．00
キミ 1．8814．8082．870．36 0．09
アンタ 1．86玉1．25 86．520．37 0．00
オマエ 1．83 9．6087．750．73 0．09
オタク 1．60 9．4288．360．53 0．09
姓＋クン 玉．25 6．5290．531．6玉 0．09
オメェ 玉，09 6．6291．380．82 0．09
ジブン O．71 6．3992．37O．44 0．09
名ψン 0．71 6．2192．280．71 G．09
表　5－3－6一　d　担儀からもし呼ばれたらどうか
好き 中立 嫌い 無印 全て甑
姓＋サン 26．1127．39 45．441．06 0．00
姓呼捨て 12．0723．5364．09G．31 G．OO
ニックネーム・あだ名 10．2220．0669．33G．39 0．GO
名呼捨て 6．61 1至．79 80．28茎．32 0．GO
名＋チャン 5．1512．4081．680．76 0．00
名÷サン 5．0015．4878．750．77 0．00
アナタ 1．7玉 董3．86 84．040．40 0．OG
キミ 重．45 茎3。65 84．63O．27 G．00
アンタ O．54 4．0495．06G．36 0．00
オタク 0．44 4．玉2 95．000．44 0．00
姓＋クン G．44 4．2494．001．32 G．00
オマエ 0．39 5．2094．02G．39 0．00
濫立ェ G．27 2．7196．480．54 G．00
名＋クン 0．26 3．0696．330．35 O．00























































































好き 中立 嫌い 無印 全て醸
ニックネーム・あだ名 7G．70玉9．30 8．6G 1．16 0．23
名呼捨て 63．50玉8．GO 15．003．00 0．50
姓呼捨て 6韮．3426．39裏0．84 1．14 0．29
姓＋クン 57．9924．3115．97@4 1．74 0．00
アナタ 46．67 26．6726．670．OG 0．00
名＋チャン 44．9321．7428．992．9G 1．45
姓＋サン 44．44 33．3322．22G．00 0．00
名＋サン 41．1811．7641．18G．00 5．88
ジブン 36．369．0945．459．09 0．OG
キミ 34．2928．573蓋．43 5．71 0．00
名＋クン 29．8519．4044．784．48 1．49
オタク 29。4玉 29．4135．295．88 0．OG
オマエ 25．35@744．79 27．082．43@70．35詳覧ェ 24．G6 39．85 32．333 G1 0．75
アンタ 10．0033．3346．676．67 3．33
担任から実際呼ばれてどうか
好き 中立 嫌い 無印 全てNR
妓＋クン 68．30 19．8710．7韮 1．12 G．00
姓呼捨て 63．2925．4玉 lG．35O．71 0．24
姓＋サン 62．86琵．43 25．71O．00 0．00
名＋クン 58．06圭1．29 29．03G．00 1．61
名呼捨て 5G．5122．2222．222．02 3．03
名＋サン 50．OG25．00 25．00．00 0．3G
ニックネーム・あだ名 53．OG22．00 28．00．OO 0．OG
アナタ 37．0835．96 24．722．25 0．GO
名＋チャン 35．7142．862玉．43 0．eo 0．00
キミ 32．5640．47 23．26．79 0．93
オマエ 23．1241．62 32．95董．73 0．58
アンタ 2玉．7430．43 43．48．35 O．00
百獣ェ 20．0032．CO44．OO0．OG 4．00
オタク 14．29 14．2957．1414．290．OG
ジブン 8．3341．67 41．678．33 0．00
表5－3－7一　b　同性同級からもし呼ばれたらどうか
好き 中立 嫌い 無印 全て醸
ニックネーム・あだ名 34．5526．97 37．271．06 o．15
姓呼捨て 28．68 31．7338．07・蓋．52 0．00
姓＋クン 24．213ま，4342．59韮．52 O．25
名呼捨て 18．7825．9253．57 韮．61 0．12
名÷クン 13．592畦．11 60．81 玉．39 0．10
姓÷サン 8．2220．2069．Ol 2．38 0．20
オマエ 6．6027．54 64．72茎，02 0．13





名＋サン 4．66玉7．30 76．43玉．52 0．10
オメェ 3．962玉．5273．13玉．28 0．11
アナタ 3．8716．9877．741．23 0．19
アンタ 2．G2 14．9081．921．06 0．10
オタク 1．8010．3386．64玉．04 ◎．19
ジブン 1．42 玉3．03 83．95 1．42 o．19
表　5－3－7一　d　担任からもし呼ばれたらどうか
好き 中立 嫌い 無印 全て黙






姓＋サン 5．01 15．4玉 77．601．70 0．28





名句ヤン 1．48 8．6988．82G．74 0．28
オタク 玉．38 8．韮0 89．51 0．74 0．28
オメェ 王。22 9．2788．390．94 0．19
アンタ 玉．12 9．7788．280．56 O．28
































































































好き 中立 嫌い 無印 全て醸
名呼捨て 93．856．71 2．44 0．00 0．OG
ニックネーム・あだ名 93．茎2 5．78 2．4王 玉．20 0．48
名＋チャン 87．657．65 3．82 0．29 0．59
姓呼捨て 62．玉3 2三．89玉3．61 2．37 0．00
姓÷サン 43．60 35．0720．62O。7玉 0．00
名＋サン 40．26 23．3835．06 1．30 0．00
アナタ 39．39 36．3624．240．OG 0．00
キミ 37．5G 37．5025．eo0．OO G．GO
ジブン 33．33 33．3333．330．OO G．00
名＋クン 33．33 66．670．00 0．00 e．00
オマエ 22．224◎．7433．333．7G G．00





好き 中立 嫌い　無昂 全て醸





名呼捨て 34．78 28．2634．782．17 0．00




オマエ 20．OG 31．5847．371．05 G．OG
アンタ 1玉．通言 27．7861．董1 0．00 0．OO
オメェ 0．0033．3366．67G．00 0．OO
オタク 0．OO王4。2985．710．GO O．OG
名÷クン 0．00 0．00．00 0．00o．OG
表5－3－e一　b　詞性周級からもし呼ばれたらどうか
好き 中立 鎌い 無印 全て醸
ニックネ怯・あだ名 53．82 2G．3325．04G．65 0．16






アンタ 3．1514．80 81．430．31 0．31
オマエ 2．641玉．76 84．890．41 0．30
キミ 1．9G15．2282．｝8 0．40 0．30
姓÷クン 1．20 5．889玉．63 1．00 0．30
オタク 斐．19 5．4692．550．50 0．30
オメェ 圭．Ol 9．1588．74O．80 0．30
ジブン o．99 4．6793．35G．70 0．30
名＋クン 0．89 5．3592．860．59 O．30
衰5－3－8－d　担任からもし呼ばれたらどうか
好き 中立 嫌い 無印 全て黙
姓÷サン 35．玉829．4033．422．Gl 0．00





名＋サン 5．41 14．24 79．00玉．04 0．31
名＋チャン 5．0010．5083．600．60 0．30
アナタ 4．2721．1韮 74．050．35 0．23
キミ 2．8819．1877．270．33 O．33
姓＋クン 1．12 7．4989．271．72 0．30
オマエ 0．85 5．5492．860．43 G．32
アンタ 0．59 5．G393．490．59 0．30
オメェ
P
0．39 3．4195．220．68@70．29オタク 0．39 3．0395．890．39 0．29
ジブン 0．20 3．8395．000．69 G．29


































































































































































































































































































































ソヤ 0．6@6 9L5X19 7．3V3 0．6@6
セヤ 0．4@4 9L6X20 7．4V4 0．6@6











































セヤ 0．4@4 9L4X18 7．8V8 0．4@4























































































































































































その他 玉1．4@5447．2≠Q3 20．3@96 G．8@4 20．1@95
衰5－4－2－c　文寸同性先輩



































ホヤ L9@9 87．5S13 8．3R9 2．3P1
その他 io．4@49 62．9Q97 24．4P15 2．3?
表5－4－2－d　丁丁任

































セヤ L9@9 88．8S19 9．1S3 0．2@1


























ソヤ 1．3@6 89．0S20 8．9S2 0．8@4
セヤ 0．6@3 89．4S22 9．1S3 o．8@4


































セヤ G．8@4 89．0S20 9．5S5 0．6@3


















































































































































使う 使わない 無事 全てNR 女子校



























































ソーヤ 13．2@70 78．5S16 5．8R1 2．5P3
ソヤ ．玉．1@6 89．2S73 7．2R8 2．5P3
セヤ L3@7 89．8S76 6．4R4 2．5P3
ホヤ 0．2@1 90．0S77 7．4R9 2．5P3
その他 15．8@84 56．2Q98 25．5P35 2．5ﾊ3
薮…5－4－3－d　文寸霊」塁超…







　　一¥ーアス 72．3R83 24．0ﾊ27 3．8Q0 0．G@O














セヤ o．9@5 93．4S95 5．7R0 0．0@0



















ソーヤデ 0．4@2 93．4S95 5．8R1 0．4@2
ソーヤ 0．8@4 93．2S94 5．7R0 o．4@2
ソヤ 0．0@0 93．8S97 5．8R1 0．4@2
セヤ 0．2@1 93．6S96 5．8R1 0．4@2


















ソーヤデ O．8@4 92．8S92 6．2R3 02@1









セヤ 0．0@0 93．6S96 62R3 0．2@1




























































































使う 使わない 旧邸 全てNR
ハイ．ソーデス 5．3 9L4 32 0．0
ソーデス 6．2 90．9 2．9 o．o
ウン，ソーダヨ 10．9 85．8 3．2 ◎．0
ソーダヨ 9．7 85．8 4．4 0．0
ンダ 76．7 22．1 1．2 0．0
ンダドモ 13．9 82．6 3．5 0．0
ンダヨー 46．3 5LO 2．7 0．0
ンダニヤー 59．0 38．3 2．7 e．Q
ンダノー 68．1 29．5 2．4 G．0
ンダツス 2」 94．7 3．2 0．0
その他 lo．o 7Ll 18．9 0．0
表5－4－4一　b　対異性同級
使う 使わない 無印 全て醤R
ハイ，ソーデス 3．2 93．5 2．9 0．3
　　＿“¥ーアス 3．2 94．1 2．4 0．3
ウン，ソーダヨ 8．3 89．1 2．4 O．3
ソーダヨ 9．4 88．2 2．1@7
⑪．3
ンダ 73．5 24．8 1．5 0．3
ンダドモ 10．9 86，玉 2．7 0．3
ンダヨー 42．8 552 L8 0．3
ンダニヤー 44．O 53．玉 2．7 G．3
ンダノー 62．5 35．1 2」 0．3
ンダツス 1．5 96．5 1．8 0．3
その他 1L5 72．3 王5．9 0．3
表5－4－4一　c　対周性先輩
使う 使わない 無印 全てNR
　　　　　一“nイ，ソーアス 23．6 73．5 2．4 G．6
　　一¥ーアス 3L9 66．4 玉．2 0．6
ウン，ソーダヨ 5．6 9L7 2．1 0．6
ソーダヨ 5．G 92．O 2．4 G．6
ンダ 53．1 45．4 o．9 0．6




ンダニャー 29．2 66．7 3．5 0．6
ンダノー 36．9 60．2 2．4 0．6
ンダッス 0．3 97．3 L8 0．6
その他 9．7 73．5 16．2 0．6
表5－4－4－d　対担任
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 50．4 46．6 L8 圭．2
ソーデス 62．5 35．4 0．9 董．2
ウン，ソーダヨ 5．0 9王．2 2．7 玉．2
ソーダヨ 3．8 92．6 2．4 1．2
ンダ 35．7 61．7 L5 1．2
ンダドモ 7．4 88．8 2．7 12
ンダヨー 16．2 80．2 2．4 L2
ンダニヤー 翌Q．9 85．5 2．4 1．2
ンダノー 玉7．4 79．1 2．4 1．2
ンダツス 0．3 96．2 2．4 L2
その他 7．4 76．1 15．3 L2
表5－4－4一・e　対校長
使う 使わない 無印 全てNH
ハイ，ソーデス 76．4 21．8 韮．5 0．3
　　一“¥ーアス 68．1 29．8 1．8 0．3
ウン，ソーダヨ 0．9 96．2 2．7 0．3
ソーダヨ 1．8 95．G 2．9 G．3
ンダ 6．5 9G．6 2．7 O．3
ンダドモ 2．4 94．7 2．7 G．3
ンダヨー 2．4 94．4 2．9 O．3
ンダニヤー 1．8 94．1 3．8 O．3
ンダノー 4．1 92．9 2．7 0．3
ンダツス 0．9 962 2．7 0．3
その他 4．7 8L7 13．3 0．3
表5－4－4一　f　対来客（男）
使う 使わない 無印 全てNH
ハイ，ソーデス 79．1 18．9 1．2 0．9
ソーデス 69．3 28．9 o．9 0．9
ウン，ソーダヨ 2．4 947 2．1 0．9
ソーダヨ 2．1 95．0 2．韮 o．9
ンダ 6．8 90．6 玉．8 0．9
ンダドモ 2．蒙 95．0 2．1 0．9
ンダヨー 41 92．9 2．1 0．9
ンダニヤー 2．7 94．4 2．董 o．9
ンダノー 4．4 92．6 2．1 0．9
ンダツス G．6 96．5 2．1 0．9



























































































































使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 6．8 88．2 5．8 0．0
ソーデス 8．1 87．6 4．3 0．0
ウン，ソーダヨ 6．8 88．2 5．0 0．0
ソーダヨ 7．5 86．3 62 o．o
ンダ 74．5 242 1．2 0．0
ンダドモ 15．5 78．9 5．6 0．0
ンダヨー 35．4 60．2 4．3 0．0
ンダニヤー 68．9 28．0 3．i 0．0
ンダノー 49．王 46．6 4．3 0．0
ンダッス 4．3 90．7 5．O 0．0
その他 8．1 70．2 2圭．7 0．0
表5－4－5一・b　対異性同級
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 3．7 9玉．3 43 O．6
ソーデス 3．7 92．5 3．1 0．6
ウン，ソーダヨ 43 91．9 3．1 0．6
ソーダヨ 7．5 90．王 L9 0．6
ンダ 75．2 22．4 L9 O．6
ンダドモ 13．0 83．2 3．蓋 0．6
ンダヨー 33．5 64．6 1．2 0．6
ンダニヤー 58．4 37．9 3．1 0．6
ンダノー 472 49．至 3．1 0．6
ンダツス 2．5 94．4 2．5 0．6
その他 7．5 74．5 17．4 o．6
表　5－4－5－c　対同性先輩
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 5．6 90．1 3．7 0．6
ソーデス 7．5 90．1 L9 0．6
ウン、ソーダヨ 5．0 9L3 3．1 0．6
ソーダヨ 8．1 87．6 3．7 0．6
ンダ 73．9 242 王．2 0．6
ンダドモ 14．9 81．4 3ほ 0．6
ンダヨー 31．7 65．2 2．5 0．6
ンダニヤー 54．7 4Lo 3．7 0．6
ンダノー 43．5 52．8 3．1 0．6
ンダツス 0．6 96．3 2．5 0．6
その他 8．1 7L4 19．9 0．6
表5－4－5－d　　文鵡石墨
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 4LO 54．7 3．圭 1．2
ソーデス 53．4 43．5 L9 L2
ウン，ソーダヨ 5．0 90，茎 3．7 L2
ソーダヨ 4．3 90．7 3．7 L2
ンダ 44．7 5L6 2．5 12
ンダドモ 10．6 84．5 3．7 L2
ンダヨー 19．9 752 3．7 茎，2
ンダニャー 18．0 77．0 3．7 L2
ンダノー 玉7。4 77．6 3．7 1．2
ンダッス 0．6 95．0 3．1 1．2
その他 5．6 75．2 玉8．0 L2
表5畷一5－e　対校長
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 67．7 29．8 L9 0．6
　　一9¥ーアス 646 32．3 2．5 0．6
ウン，ソーダヨ 1．9 93．8 3．7 0．6
ソーダヨ 3．1 91．9 4．3 o．6
ンダ 13．0 82．6 3．7 0．6
ンダドモ 3．7 9隻．9 3．7 0．6
ンダヨー 4．3 90．7 43 0．6
ンダニヤー 3．1 91．3 5．0 0．6
ンダノー 6．8 88．8 3．7 0．6
ンダツス 圭，2 95．0 3．1 0．6
その他 3．7 82．0 13．7 0．6
表5－4－5－f　対来客（男）
使う 使わない 無印 全て翼R
ハイ、ソーデス 70．8 26．1 1．9 L2
ソーデス 62．7 34．8 L2 玉．2
ウン，ソーダヨ 4．3 9L3 3．1 L2
ソーダヨ 3。玉 92．5 3．1 L2
ンダ 12．4 83．9 2．5 L2
ンダドモ 4．3 91．3 3．1 1．2
ンダヨー ＆1 87．6 3．1 L2
ンダニヤー 5．0 90．7 3．1 1．2
ンダノー 7．5 88．2 3．1 L2
ンダッス G．6 95．7 2．5 L2



















































































































































使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 3．9 94．4 L7 o．o
　　一¥ーアス 4．5 93．8 L7 o．o
ウン，ソーダヨ ！4，6 83．7 L7 G．0
ソーダヨ 1玉．8 85．4 2．8 o．o
ンダ 78．7 2G．2 1．1 O．0
ンダドモ 肇2．4 86．G L7 O．0
ンダヨー 56．2 42．7 Ll 0．0
ンダニヤー 50．0 47．8 2．2 0．0
ンダノー 85．4 14．0 α6 0．0
ンダツス 0．0 98．3 1．7 0．0
その他 1L8 7茎．9 16．3 0．0
表5－4－6－b　文サ異自生轟ミ1級
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 2．8 95．5 L7 0．0
ソーデス 2．8 95．5 L7 0．0
ウン，ソーダヨ 11．8 86．5@4 L7 o．oソーダヨ 1L2 86．5 22 o．o
ンダ 71．9 27．0 L1 o．o
ンダドモ 9．o 88．8 2．2 0．0
ンダヨー 5Ll 46．6 2．2 0．0
ンダニャー 30．9 66．9 2．2 0．0
ンダノー 76．4 22．5 Ll 0．0
ンダツス 0．6 98．3 Ll 0．0
その他 15．2 70．2 14．6 0．0
表5－4－6一　c　対岡性先輩
使う 使わない 無印 全てN鼠
ハイ，ソーデス 39．9 58．4 Ll 0．6
ソーデス 53．9 44．9 0．6 0．6
ウン，ソーダヨ 6．2 92．1 Ll 0．6
ソーダヨ 2．2 96．1 Ll 0．6
ンダ 343 64．6 0．6 0．6
ンダドモ 4．5 93．8 1．1 0．6
ンダヨー 玉2．4 86．0 玉．玉 o．6
ンダニャー 6．2 89．9 3．4 0．6
ンダノー 30．9 66．9 L7 0．6
ンダツス G．0 98．3 1．1 0．6
その他 11．2 75．3 12．9 0．6
表5－4－6－d　　文寸t三倍…
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 59．G 39．3 0．6 L1
ソーデス 70．8 28．1 0．G 1．1
ウン，ソーダヨ 5．1 92。茎 L7 Ll
ソーダヨ 3．4 94．4 L至 玉．1
ンダ 27．5 7G．8 O．6 L玉
ンダドモ 4．5 92．7 1．7 1．圭
ンダヨー 12．9 84．8 Ll 1．1
ンダニヤー 4．5 93．3 玉．1 Ll
ンダノー 玉7，4 80．3 …」 Ll
ンダツス 0．0 97．2 韮．7 1．1
その他 9．0 77．6 12．9 玉．1
表5－4－6一　e　対校長
使う 使わない 無邸 全てN盆
ハイ，ソーデス 84．3 14．6 1．1 G．0




ソーダヨ 0．6 97．8 董．7 0．0
ンダ 0．6 97．8 1．7 e．0
ンダドモ L蓋 97．2 L7 0．0
ンダヨー 0．6 97．8 1．7 o．G
ンダニヤー O．6 96．6 2．8 0．G
ンダノー L7 96．6 1．7 0．0
ンダツス 0．6 97．2 2．2 o．G
その他 5．6 8L5 12．9 0．0
表5－4－6一　f　対来客（男）
使う 使わない 無印 全てNR
ハイ，ソーデス 86．5 12．4 0．6 0．6
　　＿や¥ーアス 75β 23．6 G．6 0．6
ウン，ソーダヨ 0．6 97．8 1．1 0．6
ソーダヨ Ll 97．2 1．1 0．6
ンダ L7 96．6 1．1 0．6
ンダドモ 0．0 98．3 1．1 1．1
ンダヨー 0．6 97．8 1．玉 0．6
ンダニャー 0．6 97．8 L1 e．6
ンダノー L7 96．6 玉．1 0．6
ンダツス e．6 97．2 1．7 0．6




















































































































































































































その他 19．1S68 6L8P518 重8．4S53 Q．7P7
表5－5－1－c　対同性先輩














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































サイナラ 0．2@2 94．4P！06 5．2U1 G．2@2

























































































































































































































































































































































その他 韮，9S3 6L7P370 35．6V92 0．8P7
表5－5－4－e対校長































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































サイナラ 0．3@3 9G．7X61 8．5X0 0．6@6
ソレジャア 0．4@4 90．6X60 8．5X0 0．6@6
ジャア 0．3@3 go．4X58 8．8X3 0．6@6


























































































































































































































































サイナラ lL6B16 8韮．7W20 6．7U7 0．1@1






















































バイバイ 0．7@7 91．7X2玉 7．1V1 0．5@5




































































































サイナラ 夏1．7@55 79．4R75 8．5SG o．4@2











失礼シマス G．4@2 9G．5S27 8．7S茎 0．4@2
その他 15．5@73 59．1Q79 25．O結ﾊ8 Q．4@2
表5－5－8一　b　対異性同級






















ホナ 10．0@4762．7Q96 6．6R1 0．6@3 20．1@95







































































サイナラ 20．3@96 72．0R40 7．4R5 0．2@1





















その他 1．5@7 72．2R4… 26．1氓Q3 0．2@1
表5－5－8一・e　対校長





















バイバイ L5@7 89．6S23 7．8R7 1．1@5
































































































































失礼シマス 0．2@1 93．2S94 6．6R5 o．G@o
その他 1玉．7@62 64．3R41 24．0P27 o．o@o
表5－5－9一　b　対異性同級

























































ホナ 0．6@3 91．1S83 5．7R0 2．6P4
失礼シマス 17．5@93 745R95 5．3Q8 2．6P4
その他 1．7@9 70．6R74 25．lh33 2．6P4
表5－5－9－d　対担任
































その他 0．8@4 74．0R92 25．3P34 G．G@〔｝
表5－5－9一　e　対校長












サイナラ 0．9@5 92．8S92 6．2R3 0．0@0
ジャアネ 0．0@0 93．6S96 6．4R4 o．o@G
バイバイ 0．0@0 93．6S96 6．4R4 0．O@G
ホナ 0．0@0 93．8S96 6．2R3 G．G@o
失礼シマス 16．6@88 77．4S10 6．0R2 0．O@o











































































サヨウナラ 7．玉 9G．6 2．1 0．3
サヨナラ 5．9 91．2 2．7 0．3
ジャアネ 1L8 85．5 2．4 0．3
バイバイ 68．1 30．1 L5 0．3
シバ 6．5 9L2 2．1 0．3
シバノー 16．8 79．9 2．9 0．3
マズヨー 28．0 69．6 2．1 0．3
マズノー 23．6 7L4 4．7 O．3
ンダバ 18．6 79ほ 2．1 G．3
ンダバノー 40．7 56．6 2．4 0．3
失礼シマス 0．3 95．0 4．4 0．3
その他 3！．0 5董．6 玉7．1 0．3
表5－5－IG－b　対異性澗級
㍗ カい
サヨウナラ 5．6 92．6 12 0．6
サヨナラ 7．1 90．9 1．5 o．6
ジャアネ 8．3 89．7 玉．5 o．9
バイバイ 46．9 51．6 G．9 G．6
シバ 5．9 9L7 韮．8 0．6
シバノー 9．1 88．8 L5．　0．6
マズヨー 16．S 81．夏 L8 0．6
マズノー 18．0 78．2 3．2 0．6
ンダバ 12．茎 85．3 2．1 0．6
ンダバノー 22．1 75．5 1．8 0．6
失礼シマス o．9 94．7 3．8 0．6
その他 28．6 57．5 13．3 0．6
表　5－5－1　O一　c　対岡性先輩
， オい
サヨウナラ 53．7 44．8 L2 0．3
サヨナラ 22．7 74．6 2．4 0．3
ジャアネ 2．9 93．8 2．9 0．3
バイバイ 17．1 80．2 2．4 0．3
シバ 3．8 932 2．7 0．3
シバノー 6．8 90．3 2．7 0．3
マズヨー 17．1 80．2 2．4 0．3
マズノー 14．2 82．9 2．7 0．3
ンダバ 8．3 89．4 2．1 0．3
ンダバノー 玉3．6 84．1 2．1 0．3
失礼シマス 王．5 95．o 32 0．3
その飽 12．7 71．7 15．3 0．3
表5－5－1　O一　d　対担任
》 カい
サヨウナラ 89．7 9．7 0．3 0．3
サヨナラ 36．3 6L9 1．8 G．3
ジャアネ 0．G 97．6 2」 0．3
バイバイ 韮．8 95．9 2．1 0．3
シバ 0．G 97．6 2．1 0．3
シバノー 0．3 97．3 2．1 G．3
マズヨー 0．0 97．6 2．王 0．3
マズノー 0．6 96．8 2．4 0．3
ンダバ G．3 97．3 2．1 0．3
ンダバノー 0．6 97．茎 2．1 0．3
失礼シマス 2．4 95．0 2．4 0．3
その他 0．6 844 董47 0．3
表5－5－19－e　対校長
、 尤い
サヨウナラ 94．4 4．7 0．0 o．9
サヨナラ 27．4 69．9 韮，8 G．9
ジャアネ O．3 96．8 2．1 0．9
バイバイ G．9 96．2 2．1 0．9
シバ 0．0 97．1 2．茎 0．9
シバノー 0．e 97．1 2．1 G．9
マズヨー 0．G 97．1 2．1 0．9
マズノー 0．3 96．2 2．9 0．9
ンダバ 0．G 97．至 2．1 0．9
ンダバノー 0．0 97．王 2．豆 0．9
失礼シマス 2．9 94．1 2．1 0．9




















































































サヨウナラ 7．5 go．1 1．9 0．6
サヨナラ 9．3 88．2 L9 0．6
ジャアネ 8．7 88．8 L9 o．6
バイバイ 34．2 62．7 2．5 0．6
シバ 9．3 88．2 L9 o．6
シバノー 2L7 74．5 3．茎 0．6
マズヨー 52．8 45．8 L2 o．6
マズノー 36．6 60．9 L9 0．6
ンダバ 24．8 72．7 L9 0．6
ンダバノー 44．玉 52．8 2．5 0．6
失礼シマス 0．6 93．2 5．6 G．6
その他 30．4 47．2 21．7 0．6
表5－5－11－b　対異牲同級
b 匿い
サヨウナラ 9．3 88．2 1．2 L2
サヨナラ 9．9 87．0 …．9 L2
ジャアネ ま0．6 86．3 1．9 L2
バイバイ 29．8 67．1 L9 L2




マズ二一 32．2 64．0 2．5 1．2
マズノー 30．4 65．2 3。玉 1．2
ンダバ 15．5 80．7 2．5 L2
ンダバノー 26．1 70．2 2．5 L2
失礼シマス L2 93．2 4．3 L2
その他 30．4 52．2 16．1 L2
表5－5－ll－c　対同性先輩
b えい
サヨウナラ 12．4 85．1 2．5 0
サヨナラ 15．5 80．7 3．7 G．o
ジャアネ 5．G 90．1 5．0 0．0
バイバイ 2L7 745 3．7 0．0
シバ 8．1 87．6 4．3 G．o
シバノー 14．3 81．4 4．3 0．0
マズヨー 36．0 6G．2 3．7 o．o
マズノー 29．8 65．8 4．3 0．0
ンダバ 16．8@7 80．1 3．1 0．Oンダバノー 28．G 68．9 3．1 0．0
失礼シマス 1．2 93．2 5．6 G．e
その他 26」 54．0 19．9 0．0
表　5－5－1　1－d　対担任
、 オい
サヨウナラ 83．9 14．9 0．6 0．6
サヨナラ 41．6 55．3 2．5 G．6
ジャアネ 0．G 96．3 3．1 0．6
バイバイ 3．1 93．2 3．1 0．6
シバ 0．G 96．3 3．ま 0．6
シバノー 3．6 95．7 3．1 0．6
マズヨー 0．0 96．3 3．1 o．6
マズノー L2 95．0 3．1 0．6
ンダバ 0．6 95．7 3．1 0．6
ンダバノー 韮．2 95．0 3．玉 G．6
失礼シマス 3．7 9L9 3．7 0．6
その他 L2 8G．1 18．0 0．6
表5－5－11－e　対校長
㍗ オい
サヨウナラ 9L3 8．1 0．0 0．6
サヨナラ 32．9 64．0 2．5 G．6
ジャアネ 0．6 95．7 3．1 o．6
バイバイ 1．9 94．4 3．1 0．6
シバ 0．0 96．3 3．1 0．6
シバノー 0．G 96．3 3．1 0．6
マズヨー 0．0 96．3 3，肇 0．6
マズノー 0．6 95．0 3．7 G．6
ンダバ 3．0 96．3 3議 0．6
ンダバノー 0．0 96．3 3．玉 0．6
失礼シマス　　　」 4．3 91．9 3．1 G．6












































































サヨウナラ 6．7 9乳3 2．2 G．0
サヨナラ 2．8 93．8 3．4 0．0
ジャアネ 隻4．6 82．6 2．8 0．G
バイバイ 98．9 0．6 0．6 G．0
シバ 3．9 93．8 2．2 0．0
シバノー 12．4 84．8 2．8 0．0
マズヨー 5．6 9L6 2．8 0．0
マズノー lL8 80．9 7．3 0．0
ンダバ ｝2．9 84．8 2．2 0．0
ンダバノー 37．6 60」 2．2 o．o
失礼シマス O．0 96．6 3．4 0．0
その飽 3L5 55．6 12．9 0．0
表5－5－12－b　文寸異性圏級
レ オい
サヨウナラ 22 96．6 …．1 0．0
サヨナラ 4．5 94．4 Ll 0．e
ジャアネ 6．2 92．7 L1 0．0
バイバイ 62．4 37．6 0．0 0．0
シバ 2．8 96．玉 Ll o．o
シバノー 5．6 93．3 L1 0．0
マズヨー 2．2 96．6 L玉 0．0
マズノー 6．7 89．9 3．4 G．o
ンダバ 9．0 89．3 L7 0．0
ンダバノー 18．5 80．3 L玉 0．0
失礼シマス 0．6 96．1 3．4 o．o
その他 27．0 62．4 10．7 ◎．0
表5－5－1・2一・c　対敵性先輩
ヤ えい
サヨウナラ 91．0 8．4 0．0 0．6
サヨナラ 292 69．1 Ll 0．6
ジャアネ L1 972 1．玉 0．6
バイバイ 12．9 85．4 1．1 0．6
シバ 0．0 98．3 1．1 0．6
シバノー 0．0 98．3 1．1 0．6
マズヨー 0．0 98．3 L王 0．6
マズノー 0．O 98．3 L1 0．6
ンダバ 0．6 97．8 L1 0．6
ンダバノー 0．6 97．8 1．1 0．6
失礼シマス 1．7 96．6 1．玉 0．6
その他 0．6 87．6 玉1．2 G．6
表5－5畷2－d　対担任
ト カい
サヨウナラ 94．9 5．｝ 0．G O．0
サヨナラ 30．9 68．G Ll 0．0
ジャアネ 0．O 98．9 1．1 0．0
バイバイ G．6 98．3 L1 0．G
シバ 0．0 98．9 1．玉 0．0
シバノー 0．G 98．9 L玉 G．0
マズヨー 0．O 98．9 玉．1 0．0
マズノー G．0 98．3 L7 0．0
ンダバ 0．0 98．9 1．1 0．0
ンダバノー 0．G 98．9 L互 0．G
失礼シマス 1．1 97．8 韮．1 0．0
その他 0．0 88．2 lL8 0．0
表5－5－1　2一　e　対校長
㍗ 尤い
サヨウナラ 97．2 1．7 0．0 1▼玉
サヨナラ 22．5 75．3 王．1 1．玉
ジャアネ 0．0 97．8 1．1 韮層1
バイバイ 0．0 97．8 1．1 1曜1
シバ O．0 97．8 1．玉 1．1
シバノー 0．0 97．8 1．1 1．玉
マズヨー 0．0 97．8 1『1 茎．1
マズノー 0．0 972 1．7 Ll
ンダバ 0．0 97．8 1．玉 1．1
ンダバノー 0．0 97．8 玉．1 1▼1
失礼シマス 1．7 96．玉 Ll 玉．1

















東京中学 東京高校 大阪高校 虫形中学
職員室への入室 95．2 88．i 94．4 98．8
2337 1957 948 335
職員室からの退室 39．1 32．4 38．4 40．7
全 96G 719 386 138
下校時に先生へ 3．8 8．0 10．3 2．4
93 177 103 8
体
下校時に先輩へ 3．6 玉8．8 圭5．0 1．8
89 417 15玉 6
その他 8．2 1L9 8．7 8．9
198 263 87 30
職員室への入室 93．3 82．4 91．5 97．5
圭圭99 953 432 157
職員室からの退室 4圭．1 3L7 40．◎ 46．6? 528 367 189 75
下校蒔に先生へ 52 11．8 15．0 3．1
67 137 71 5
子
下校時に先輩へ 4．8 28．0 22．0 1．9
62 324 104 3
その他 5．4 8．1 6．5 7．5
70 93 3玉 三2
職員室への入室 97．2 94．2 97．0 玉00．0
1138 999 5圭4 178
職員室からの退室 36．9 32．9 37．2 35．4
女 432 349 197 63
下校時に先生へ 2．2 3．7 6．0 1．7
26 39 32 3
子
下校時に先輩へ 2．3 8．7 8．9 1．7
27 92 47 3
その他 11．1 16．0 10．5 玉0．2
128 170 56 18
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憲分自身では「センパイ」を使うかり　（女子〉
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296　　資料1
表5－ll－6　友人に対して佐藤先生を「佐藤」〈以前〉
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3エ6　　資料1
表　5－1　1－1　6　女子の同級生をrOOサン」〈以煎〉
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3エ8　　資料1
表5－ll－17　部活動の先輩や上級生をギセンパイ」〈現在〉
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図5－ll－20－3　先生に対して「帰りハッタ」〈以前〉〔大阪高校コ（女子）
資　料　2
閥　査　票　　325
調　査　票
　アンケート調査で用いた調査票は次の4種類がある。
　　　　①東京都の中学校用の調査票
　　　　②東京都の高等学校用の調査票
　　　　③大阪府の高等学校用の調査票
　　　　④山形県（三川町）の中学校用の調査票
　質問の内容も表現も，いずれも基本的には同じであるので，ここでは東京都の中学校稽の調査票
を代表として示す。質閥の内容や衰現に異なりがある場合は，本文の各章・節の最初に枠で囲って
示した質問文およびそれに対する注釈によりそれを明示した。
?
?
?
・／
?
｝?????㌔?
?
326　　資料2
《　ことばのアンケート　》 学敬90東京中学
　国立国語研究蕗
1．これは，国語のテストではありません。正しいとかまちがっているとか
　　は関係のないものです。点数もつきません。
2．みなさんが，ふだん学校でどんなことばを使っているのか，またことば
　　についてどんなことを考えているのかを知るためのアンケートです。
3．ですから，ふだんのことばづかいや考えを，そのまま答えてください。
4．番号に○をつける答え方も，ことばをそのまま書きこむ答え方もあり
　　ます。わからなければ，先生に質問してください。
5。時間申に全部書けなければ，あとで書いて必ず先生に提出してください。
【学校名】 【学年】 【性別】
中学校 年生 ［男　女　］
1．まずはじめに，毎Elの学校でのことばづかいで感じていることを答えてください。
　　「どちらかといえば」という程度でもかまいません。それぞれ選んでください。
1．ふだん，学校で，自分自身のことばづかいが気になるほうですか？
　　　1．気になるほうだ。　　2．あまり気にならないほうだ。
2．学校生活のなかでも．とくに先生や上級生と話すとき，自分自身のことばづかいが
気になるほうですか？
　　　1．気になるほうだ。　　　2．あまり気にならないほうだ。
3．先生や上級生と話すときと．親しい岡級生と話すときとで，自分自身のことばづか
いで変わるところがあると思いますか？
　　　　1．あまり変わらない。　　　　　　　　「一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　2．変わると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　9ことばつかいのどんなところ　　　1
　　　　　　　ですか？　異体的に書いて下さい。！
4．これまでに，先生や上級生へのことばづかいのことで困った経験はありますか？
　たとえば，どういうことばづかいをしたらよいかわからなかった，もっと別の言い方
　をしなければならないのにまちがえた，など。
　　　　1．そういう経験はない。　　　　2．そういう経験がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　票　　327
5．先生や上級生・先輩（せんぱい）から，ことばづかいのことで注意されたり，教えら
れたりしたことがありますか？
　　　　1．そういう経験はない。　　　　2。そういう経験がある。
6．クラス討論，生徒会活動，部（クラブ）活動などで，司会や議長をする場合や意見を
みんなの前で発表する場含などに．ことばづかいのことで困った経験はありますか？
　　　　1．そういう経験はない。　　　　2．そういう経験がある。
7．学校生活にはいろいろな場面があります。次のうちで，あなたがことばづかいに気
を使うのはどんなときですか？　とくに気を使うもの三つに○をつけてください。????授業中に先生に指名されて答えたり意見を言ったりするとき。
クラス討論で立上がって意見を発表するとき。
クラスの中で．異性の同級生と話すとき。
部｛クラブ｝活動で，上級生や先輩（せんぱい）に話すとき。
生徒会の活動や集会で，討論（とうろん）したり意見を発表するとき。
職員室に用事で入っていって，先生と話すとき。
部（クラブ）活動で，顧問（こもん）の先生やコーチの人と話すとき。
学校に来た見知らぬ来客に，部屋などをたずねられて教えるとき。
8。話すときの毒の調子について質問します。参観日の授業で．先生に指名されて答
　　えるときは，ふだん友達と話すときと比べて声の調子はどうなりますか？
　　つぎのそれぞれについて，あてはまるものに○をつけてください。
　　　（1）声の大きさは・…
　　　　　1．ふだんより大きくなる　　2．ふだんと同じ
　　　　　3．ふだんより小さくなる　　4．わからない
　　　②声の高さは・…
　　1；ふだんより高く（高音に）なる
　3．ふだんより低く（低音に）なる
｛3）声の明瞭（めいりょう）さは・…
　　1．ふだんよりはつきりした声になる
　　3．ふだんよりはつきりしない声になる
（4）話の早さは・…
　　1．ふだんより早目になる
　　3．ふだんよりゅっくりした調子になる
2．ふだんと同じ
4．わからない
2．ふだんと岡じ
4．わからない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．ふだんと岡じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．わからない
（5）そういうとき緊張（きんちょう）するほうですか？
　　1．とても緊張する　　2．すこし緊張する　　3．べつに緊張しない
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　　　　豆．これからは，具体的なことばづかいについて質問します。実際に小さな声で口に出
　　　　　　してもいいですから，できるだけふだんのことを思い出して答えてください。
9．「先輩（せんばい）」ということばを考えてください。たとえば「先輩，おはよう
ございます。」「佐藤先輩，ボール持ってきました」などというように，呼びかける
　ときの書い方で「先輩」を使いますか？　次のなかから一つ選んでください。
　　・あなた自身はゆ　［1．使う　　　2．使わない　】
　　・学校全体ではOP　ll．男子生徒が使う　　　2．女子生徒が使う　　1
　　　　　　　　　　　鼠男子も好も使う4．だ描使わなレ、1
10．「失礼します」ということばを考えてください。このことばは，どんな場含に使
　いますか？　次のうちで使う場面に，いくつでもいいですから○をつけてください。
????＝」職員室へ用事で入るとき。
職員室を出るとき。
下校時に，先生と別れのあいさつをするとき。
下校時に，上級生や先輩と別れのあいさつをするとき。
そのほか吟どんなときですか［
﹈
11．小学校時代と比べて，中学生としてのあなたの今のことばづかいはだいぶ変った
　のではないかと思います。次にあげるいろいろな言い方は，小学校時代には使って
　いましたか？　また，今はどうですか？　あてはまるものに○をつけてください。
　（1）佐藤という先生のことを，友人に向かって「佐藤さんは休みだ」
　　　　・小学校時代にゆ［1．使っていた　　　2．使わなかった　］
　　　　・いま、中学でゆ［1．使う　　　　　　2．使わない　　　］
　②佐藤という先生のことを溺の先生に対してf佐藤先生はお休みですj
・小学校時代に◎［1．使っていた
・いま、中学でゆ［L　使う
???使わなかった
使わない
（3）佐藤という先生のことを，友人に向かって「佐藤は休みだ」
・小学校時代に→［1．使っていた
・いま、中学でPt［1．使う
????
（4）先生に対して「先生が帰られたあと雨がやみました」
　　　・小学校時代にゆ［1．使っていた　　　2．
　　　・いま、中学でゆ［1．使う　　　　　　2．
使わなかった
使わない
﹈?」
﹈?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使わなかった　］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使わない　　］
（5）授業中，先生に答えるとき友人のことを「さっき鈴木くんが則ったように」
　　　・小学校時代に→［1．使っていた　　　2。使わなかった　〕
　　　・いま、中学で→［1．使う　　　　　2．使わない　　　］
（6）上級生（男子）のことを旺沖さん」「正雄さん」とサンづけで呼ぶ
　　　・小学校時代にゆ［1．使っていた　　　2．使わなかった　］
　　　・いま、申学で→〔L　使う　　　　　2．使わない　　　］
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（7）岡級生（男子）のことを「鈴木くん」歓郎くん」とクンづけで呼ぶ
　　　・ノ」三校時代にゆ［1．使っていた　　　2．使わなかった　］
　　　・いま、中学で→［1．使う　　　　　　2．使わない　　　］
（8｝同級生（女子）のことを「山田さん」「春子さん」とサンづけで呼ぶ
　　　・小学校時代にゆ［1．使っていた　　　　2．便わなかった　］
　　　・いま、中学でゆ［1．使う　　　　　　　2．使わない　　　］
（9》部（クラブ）活動の先輩や上級生のことを「センパイ」と呼ぶ
　　　・ノお学校時代にゆ［　1．使っていた　　　　2．使わなかった　］
　　　・いま、中学でゆ［1．使う　　　　　　2．使わない　　　］
12．学校生活の中で，ふだん自分のことを何と言っていますか。それぞれの相手に対
　して，使うものには○．使わないものには×を全部につけてください。
　ほかの言い方をする場合にはtその言い方を（）のなかに記入してください。
　　（1）岡じクラスで，一番目たしい同性のともだちに対しては・…
　　　　　1．ボク　　2．ワタシ　　3．アタシ　　4．ワタクシ　　5．アタクシ
　　　　　6．　tレ　　7．ウチ　　　8．ワシ　　　9．ワイ　　　10．ジプン
　　　　　11．　自分の名前（例．ハルコ）　　12．その他（　　　　　　　　　）
　　（2）同じクラスで，話をする機会のいちばん多い異性の同級生に対しては・…
　　　　　1．ボク　　2．ワタシ　　3．アタシ　　4．ワタクシ　　5．アタクシ
　　　　　6．オレ　　7．ウチ　　　8．ワシ　　　9．ワイ　　　10．ジブン
　　　　　11．自分の名前（例．ハルコ）　　12．その他（　　　　　　　　　）
　　（3）部（クラブ）活動で．話をする機会のいちばん多い嗣性の先輩（せんぱい）に
　　　対しては・…
　　　1．ボク　　2。ワタシ　　3．アタシ
　　　6．オレ　　7．ウチ　　　8．ワシ
　　　11．自分の名前（例．ハルコ）
（4）担任の先生に対しては・・一・・
　　　1．ボク　　2．ワタシ　　3．アタシ
　　　6．オレ　　7．ウチ　　　8．ワシ
　　　11．　自分の名前（例．ハルコ）
（5）校長先生に対しては・…
　　　1，ボク　　2．ワタシ　　3．アタシ
　　　6．オレ　　7．ウチ　　　＆ワシ
　　　11．　自分の名前（例．ハルコ）
4．ワタクシ
9．ワイ
12．その他（
4．ワタクシ
9．ワイ
12．その他（
4．ワタクシ
9．ワイ
12．その他（
5．アタクシ
10．ジブン
5．アタクシ
10．ジブン
5．アタクシ
10、ジブン
）
）
）
（6）よそから来た知らないおとなの人（男）が，廊下で話しかけてきたときは・…
1．ボク　　2．ワタシ　　3．アタシ
6．オレ　　7．ウチ　　　8．ワシ
11．　自分の名前（例．ハルコ）
4．ワタクシ　　5．アタクシ
9．ワイ　　　10．ジブン
12．その他（　　　　　　　　　）
330　　資料2
13．それでは．相手のことは何と呼んでいますか。　前間と同じように，使うものに
　は○，使わないものには×を全部につけ，その他の言い方をする場合には・（　）
　に異体的に書いてください。
　　（1）同じクラスで，一番したしい門下のともだちに対しては・…
1．キミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ
6．オタク　7．ジブン　　8．姓＋クン　9．姓＋サン
1L名＋クン　　12．名＋サン　　13．名＋チャン
15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（
5．オメェ
10．姓を呼びすて
14．名を呼びすて
　　　　　）
（2）同じクラスで，話をする機会の一番多い異性の同級生に対しては・…
1．キミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ
6．オタク　7．ジプン　　＆姓÷クン　9．姓＋サン
1L名÷クン　　12．名＋サン　　13．名÷チャン
15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（
5．オメェ
10．姓を呼びすて
14．名を呼びすて
　　　　　）
（3｝部（クラブ）活動で，話をする機会の一番多い圖性の先輩に対しては・・
　　　　Lキミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ　　　5．オメェ
　　　6．オタク　7．ジブン　　8．姓＋クン　9．姓＋サン　10．姓を呼びすて
　　　11．名＋クン　　12．名＋サン　　13．名÷チャン　　14．名を呼びすて
　　　15．ニックネーム・あだ名　　16．センパイ（姓＋センパイ，名＋センパイなども）
　　　17．その他（　　　　　　　　　）
（4）部くクラブ）活動で，話をする機会の一番多い同性の後輩に対しては・・
1．キミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ
6．オタク　7．ジブン　　8。姓＋クン　9．姓÷サン
11．名＋クン　　12．名＋サン　　13．名＋チャン
15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（
5．オメェ
10．姓を呼びすて
14．名を呼びすて
　　　　　）
14．逆に，ともだちや先生からはあなたは何と呼ばれていますか。
　　111クラスメートで出席番号があなたのすぐ前の岡性のともだちを思い浮かべてく
　　　ださい。そのともだちからはあなたは何と呼ばれていますか。呼ばれているも
　　　のには○，呼ばれていないものには×を，全部につけてください。なおあなた
　　　の出席番号が一番先頭の場含には，出席番号がすぐ後ろの同性のともだちのこ
　　　　とを考えてください。
　　　　　Lキミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ　　5．オメェ
　　　　　6．オタク　7．ジブン　　8．姓＋クン　9．姓＋サン　10。姓を呼びすて
　　　　　i1．名＋クン　　12．名＋サン　　13．名＋チャン　　14．名を呼びすそ
　　　　　15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（　　　　　　　　　）
　　（2）ではあなたとしては，そのともだちから何と呼ばれるのが好きですか。好きな
　　　呼ばれ方には○，きらいな呼ばれ方にはx，どちらでもない呼ばれ方には△を，
　　　全部につけてください。実際に呼ばれていない言い方についても，もしそのと
　　　　もだちから呼ばれるとしたらということで考えてください。
1．キミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ
6．オタク　7．ジプン　　8．姓÷クン　9．姓一←サン
11．名＋クン　　12．名＋サン　　13．名＋チャン
15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（
5．オメェ
10．姓を呼びすて
14．名を呼びすて
　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　票　　33！
（3）それでは担任の先生からは何と呼ばれていますか。呼ばれているものには○，
　呼ばれていないものには×を，全部につけてください。
　　　　1．キミ　　2。アナタ　　3．アンタ　　4，オマエ　　5．オメェ
　　　6．オタク　7．ジブン　　8．姓＋クン　9．姓＋サン　10．姓を呼びすて
　　　i1．名＋クン　　12．名＋サン　　13．名＋チャン　　14．名を呼びすて
　　　15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（　　　　　　　　　）
（4）あなたとしては，担任の先生からは何と呼ばれるのが好きですか。好きな呼ば
　　れ方には○，きらいな呼ばれ方には×，どちらでもない呼ばれ方には△を，全
　　部につけてください。実際に呼ばれていない言い方についても，もし呼ばれる
　　としたらということで考えてください。
　　　　1．キミ　　2．アナタ　　3．アンタ　　4．オマエ　　5．オメェ
　　　　6．オタク　7．ジブン　　8．姓＋クン　9．姓＋サン　10．姓を呼びすて
　　　11．名＋クン　　12。名＋サン　　i3．名＋チャン　　i4．名を呼びすて
　　　15．ニックネーム・あだ名　　　16．その他（　　　　　　　　　）
15．学校から帰るとき、次の人にはどんなあいさつをしますか？　前と同じように
　○かxを全部につけてください。
　　（1＞同じクラスで，一番したしい同性のともだちに対しては，・…
　　　　1．サヨウナラ　　2．サヨナラ　　3．サイナラ　　4．ソレジャア　　5．ジャア
　　　　6．バイバイ　　　7．失礼シマス　8．その他（　　　　　　　）
②同じクラスで，話をする機会のいちばん多い異性の二級生に対しては・…
　　　1．サヨウナラ　　2．サヨナラ　　3．サイナラ　　4．ソレジャア　　5．ジャア
　　　6．バイバイ　　　7．失礼シマス　8．その他（　　　　　　　）
（3）部（クラブ）活動で，話をする機会のいちばん多い同性の先輩に対しては・…
1．サヨウナラ　　2．サヨナラ　　3．サイナラ　　4．ソレジャア　　5。ジャア
6．バイバイ　　　7．失礼シマス　8．その他（　　　　　　　）
（4）担任の先生に対しては・…
　　　1．サヨウナラ　　2．サヨナラ　　3．サイナラ
　　6．バイバイ　　　7．失礼シマス　8．その他（
㈲校長先生に対しては・…
　　　1．サヨウナラ　　2．サヨナラ　　3．サイナラ
　　　6．バイバイ　　　7．失礼シマス　8．その他（
4．ソレジャア　　5．ジャァ
　　　　　　）
4．ソレジャア　　5．ジャア
　　　　　　）
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　　　　m．つぎに，ことばづかいや敬語についてのあなたの意見を聞きます。正しいとか．そ
　　　　　うあるべきだとかいうのではなく，霞分の考えを答えてください。
　　　　16．いまのあなたのクラスを考えて，クラス討論や授業での発言のときは，ふだんの
　　　　　　ことばづかいとは少しちがった．あらたまったことばを使うのがよいと思いますか，
　　　　　　ふだんどおりのことばづかいでよいと思いますか？　あなたの意見に近いほうを選
　　　　　　んで○をつけてください。
　　　　　　　　1．あらたまった，きちんとしたことばづかいがよい。
　　　　　　　　2．ふだんどおりの，ふつうのことばづかいでよい。
17．学校のなかでは生徒同士であっても，上級生や部（クラブ）活動の先輩などには敬
　語（ていねいで，相手をうやまったことば）を使うほうがよいでしょうか．使わな
　　くてもよいでしょうか？
　　　1．使うほうがよい。　　　　　2．使わなくてもよい。
18．現在の学校で使われている敬語について，次の二つの意見があります。あなたの
　意見に近いほうに○をつけてください。
　　　1．敬語は上下の規律（きりつ）が守れ，授業や部（クラブ）活動などの学校生
　　　　　活をするうえで欠かせないものだ。
　　　2．敬語はかたくるしく面倒（めんどう）だから．学校生活のためにはかえっ
　　　　　て邪魔（じゃま）になる。
19．先生や上級生に対してていねいな敬語を使うと．どうしてもよそよそしくなって．
　親しい心の交流やざっくばらんな（気楽な）つきあいがしにくくなる，という意見
　があります。あなたは，この意見を・…？
　　　1．そう思う。　　　　　2．そうは思わない。
《次のページもお願いします。》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　票　　333
《最後に、あなた自身のことや家のことを質問します。》
F”こ揩ﾉ’醐鷲土地で’1賃以上暮した幕とがありまマか？
F2．5歳から今までの間で一番ながく住んだ所はどこですか？
　　　　　　　　　　都　　　　　　市
　　　　　　　　　　県　　　　　　町
F3．あなたのご両親は，子供（5歳～13歳）のころ、何県（都）で育った人ですか？
　　　お父さん→　　　　　　都県　　　お母さん→　　　　　　都渠
F4．お家の仕事はなんですか？　（二つ以上あれば，すべてに○をつける＞
　　　　1。農業　　2．勤め（会社，店，工場などに勤める）　　3。商業（店を経営）
　　　　4．工業（工場を経営）　　5．公務員　　6．自由業（医師・弁護士など）
　　　　7．その他
F5．あなたは学校では，何の部（クラブ）活動をしていますか？
　　　　運動部　　　　　　　　　　　　文化部
F6．その部（クラブ）活動で，何か役職（部長とか副キャプテンなど）をしていますか？
　　　　1．していない　　　2．しているゆ　何ですか？
F7．いまクラスで，何か係をしていますか？
　　　　1．していない　　　2．している→　何ですか？
F8。中学校に入ってから。生徒会の役員や委員をしたことはありますか？
　　　　1．ない　　　　　2．ある→　何ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　【これで終りです。ありがとうございました。】
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「学校の中の敬語」調査の検討会会議要録
　本資料は，ヂ学校の中の敬語」調査の分析を充実させるべく，学校教育の現場で直接生徒と臼々接
している先生方にお集まりいただき，中間的な集計結果を御覧いただきながら，現場で教育・指導
に携わる立場からのコメントを求めた検討会の要録である。
　当臼のコメントは，本報告書の分析において直接・間接に活かされており当初の霞的は十分達せ
られているが，その文字化資料はそれ自体単独でも，学校の中での生徒たちの敬語使用や敬語意識
を知る上で貴重な資料となっている。
　そこで，検討会に参加された先生方の了解を得て，文字化資料をもとに陵録」を作成し，本報
告書の資料のひとつとして添付し，広く活用に供することとした。
　なお，本資料では，参加者相亙の呼称を全て「さん」づけにするなど，編集上の統一をはかった
部分がある。
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「学校の中の敬語」調査の検討会会議要録
日時
場所
出席者
1998年3月20日（金）13時30分～16蒔30分
国立国語研究所　第一会議室
荻野勝先生（東京学芸大学附属世田谷中学校）
小林美恵子先生　（東京都立北多摩高等学校）
関　　簿　先生　（大阪府立泉北高等学校）　　　　五十音順
杉戸　清樹
尾崎　喜光
塚田実知代
吉岡　泰夫
（国立国語研究所書語行動研究部第一研究室）
（　同　　　　　　　　岡　　　　　　　）
（　同　　　　　　　　同　　　　　　　）
（　岡　　　　言語変化研究部）
　　　　　　　　　　　　　以上7名（所属はいずれも当時）
当日配布資料①「敬語についての意識に関して」（杉戸）
　　　　　　　②「人称詞に関して」（尾崎）
　　　　　　　③「あいさつに関して」（塚田）
　　　　　　　④『平成8年度国立国語研究所公開研究発表会資料「学校の中の敬語据
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1996年12月20日）
　　　　　　　　ほか関連論文コピー
《前半》
（1）あいさつ
　杉戸：（あいさつおよび検討会の趣旨説明）
　　　　「学校の中の敬語」の調査については，公開の形で1年以上筋に中間発表会を行なったり，
　　　いろいろな論文として外に公開し，すでに御意見・御批判をいただいている。今日は，それ
　　　をより集中的な形で，中学生・高校生に直接接しておいでの先生方のお立場から御意見をう
　　　かがいたい。この調査には大きく分けて面接調査とアンケート調査とがあるが，今日はその
　　　うちのアンケート調査を中心にうかがうことになる。面接調査についてはまた別の機会にと
　　　考えている。
　　　　（出席者の紹介）
　　　　（会の進行について）
（2）調i査の概i要について
　尾崎：調査の概要を血鯛
　杉戸：（補足説鯛）
（3）調査データから
　杉戸：轍語についての意識に関して」（資料に沿って説明）
　尾崎：「人称詞に関して」（資料に沿って説閣）
　塚田：「あいさつに関して」（資料に沿って説明）
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《後半》　意見交換
壷敬語意識について【本報告書　第3章】（【）内は編集上の補い）
荻野：「ふだん，学校で，自分自身の言葉遣いが気になるほうですか？」という質問文【本報告書
　　3．1．】の「気になる」という硬葉に関して気になる点がある。調査の意図とは違う意味で捉え
　　ている子もいるのではないか。たとえば保護者がfうちの子の言葉遣いが気になるんです」と
　　いう蒔の「気になる」は，「言葉遣いに問題がある」というマイナスイメージで捉えることがあ
　　る。そうすると，教師と親の「子供の飼葉遣いが気になってね」というようなマイナスのイメ
　　ージを意味するようなレベルで，「あなたは言葉遣いが気になりますか～」と子供に聞いた時，
　　「僕の学校での書葉遣いは問題あるのかな？」と受け止めてしまう子もいたのではないか？　そ
　　れ以下の項臼を見ていけば，「言葉遣いが気になるか？」というのは，「雷葉遣いに気を配って
　　いるか？」「雷葉遣いをきちんと意識しているかどうか？」というニュアンスで聞かれていると
　　いうことは，利発な子ならわかるが，中学生くらいだと，徐々にその意味がわかってきても，
　　最初の設問に戻って直す子というのはいないと思う。「僕の言葉遣いは問題無いんだ，オッケー
　　なんだ」っていう意識で，ヂ気にならない」と答えている子もいるのではないか。そう考える
　　と，社会人の資料【一例国語研究所報告73企業の中の敬語』】では「気を配っている」という
　　言葉に置き換えているが，それと比較が可能なのかどうか？　学校の調査で，この質問に反応
　　が低い割には，そのあと個々の質問に対して反応が出てくるというのは，こうした質問に対す
　　る生徒の解釈の違いがあるのではないか。
麟声の調子について【本報告書　5．10、】
荻野：「緊張する」とか「声の大きさが小さくなる」と，ある意味で期待どおりの反応が顕著に出
　　ている部分については，中学生でも自覚できる部分であるが，「声の高さ」「明瞭さ」「早さ」と
　　いうのは，無意識のうちに変化してしまうところだと思う。つまり，たくさんの聴衆がいてあ
　　まり大きな声で話すのは恥ずかしいから「ちょっとぼそぼそしゃべつちゃえ」ぐらいは自覚で
　　きるのだが，その後に，自分の声が高くなっているかとか，早くなっているかとか，不明確に
　　なってるかどうかは，むしろ聞いている方が「おまえ，さっき緊張してたね，声が高かったよ」
　　ぐらいのことであって，中学生はまだ自分自身で分析できるところまで行かないのかなと思う。
　　そうすると，ここでの反応の「声の調子」という部分まで明確に子供が答えられなかったのは，
　　無意識な違いだからではないだろうか。
関　：高校でも同様の点があると思う。
杉芦：「声の調子」では設問を5つ並べてあるが，「高さ」や「明瞭さ」というのは意識にのぼりに
　　くいだろうということか。
荻野：それに加えて「早さ」も，どちらかというと無意識のうちに入ると思う。
杉芦：f声の調子」以外で，言葉遣い全体として生徒たちが意識にのぼっている事柄としては，他
　　にどんなことがあるか？
関　：飼ったことに対してその答えがきっちりかえってこない，言葉が不明瞭になったり声が震え
　　る，うまく言葉がつながらないというような子もいる。
命生徒の場面意識について【本報告書　3．7．】
荻野：子供というのは場面意識が強いなと感じる。中学3年生を例に取ると，教師との会話の場面
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　　として，「授業」「休み時間」「面談（進路相談）」が考えられるが，全部子供の顔が違う。放課
　　後「どうすんの高校は？」と話す時は非常に親しい話し方だが，同じ話題でf面談」として一
　　対一で話す時には敬語になる。そういう枠組みのようなものを意識しているなと感じる。まつ
　　たく同様に高校進学について相談にのっているので，こちらは休み昏倒のつもりで親しく話し
　　かけても，「生徒面談です」というような冠がつくと，彼らの言葉遣いは変ってくる。第三の聞
　　き手ということを考えてみると，そういう場合はない。常に一対一の「対話」である。放課後
　　の対話の蒔には，「先生，あの学校あぶなそう。」「そうだね一。」と話をしている子が，面談に
　　なると「先生，どうですか～」と変わる。そういう枠組みを意識している。
　　　学活（学級活動）のクラス討論と国語の授業のクラス討論とでは全く言葉遣いが違うという
　　こともある。授業としての討論では，一生懸命丁寧な雷葉で，まさにパブリック・スピーキン
　　グでやろうと試みている。逆に学堂の討論では「明日のレクリエーション何やる一～」ドやだ
　　よ，俺，それ一。」という話し方になる。「討論」「話し合い」だからパブリックかというと，そ
　　うでもない。実際的な何かを決める蒔の討論というのはむしろ生の声が飛び交うが，やや形式
　　的なパネルディスカッションをやりましsうとか，平語の授業でf奮葉遣いを考えよう」「漢字
　　学習について考えよう」などと冠をつけて話し合いをさせると，生徒は一生懸命，意識した言
　　葉遣いを発表するようだ。
杉戸：以前，山形県の中学校で生徒会活動の場面を録音機を入れさせてもらって記録する機会を得
　　たが，そこではずいぶん改まった言葉が飛び交っていた。先生にうかがうと，「ええ，いつもま
　　あ，こんなもんです。」と言う。それは，何かを決めるという扇標をもったフォーマルな会であ
　　るからなのか？　今のお話をうかがうと，実際はもっとざっくばらんなのか？
荻野：実質的にはそうだろう。たとえば卒業間近になって何かみんなでイベントやろうとか，自由
　　なffがあるから何かに使おうという会話の時には，よく私達がイメージしている授業の話し合
　　いみたいな感じではない。
杉戸：先程の山形県の中学校で生徒たちが一番改まっていたのは生徒総会だった。体育館に全校生
　　徒が集まって，i年に！回か2回行なう非常にセレモニー一的な要素の強い生徒総会では，言葉の
　　飛び交う量も少なく，議長や生徒会の役員が，しかるべきタイミングでしかるべき内容を書う
　　にとどまる。生徒総会は「おそらく，まあこういうものか」と思い，次にクラスの討論を見せ
　　てもらった。すると，それも割とそれに近い感じで，あまりくだけた言葉のやりとりは聞かれ
　　なかった。私達は，この調査の初期の段階でそういう場爾を見せてもらった。そこで，クラス
　　討論というのはどちらかというと全体としてはフォーマルな場面だろうと位置づけたところが
　　ある。そこから，今の話とのずれが出てきたようだ。華華というのは，中学校も高校もあまり
　　変わらないものなのか～
小林：そういう感じはある。話題によってというよりも，今はこういう場なんだという彼らの把握
　　によって決ってくる。
荻野1それにより彼らは自分のテンションを決める。
小林：それとちょっと関連して，たとえば呼ばれ方についても【本報告書　5．3．】，先生が生徒を呼
　　ぶ時に，放課後の雑談だったら「○○チャン」と愛称で呼んだりしてもそんなに抵抗はないが，
　　授業や面談の蒔にそういう呼び方をすると，ちょっとカチンとくる生徒もいる。一対一で同じ
　　入が同じ相手を呼ぶ場合でも，こちらが場をわきまえないと，「けじめがない」という批判を逆
　　に受けたりすることもありうる。
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杉戸：尾崎さんの説明の中に「妙になれなれしい」というコメントがあったが，そうした面談の時
　　には，先生方も身構えたような扱いをしないと，生徒たちも戸惑うということがあるのだろう
　　か？
荻野：そうだと思う。子供達というのは自分がどのポジションにいるかということに非常に敏感な
　　ような気がする。もちろん，クラス討論で，先程孕った「話題」により，「この話題は結構真剣
　　にやらなきゃいけないそ」という時にはぐっと高まってくるが，「明Eiのレクリエーションはど
　　うしょうか」くらいの時には，もっとざっくばらんに「バレーがいい人？」「は一い。」みたい
　　な，学級活動という授業の中であったとしてもそういう流れがある。そのように感じている。
杉戸：荻野さんと御一緒に，教科書関係のビデオを作る機会があったが，そこに中学生の討論，あ
　　るいは生徒会の討論という場面があった。その中で，f町内会の掃除に参加するかどうか」とい
　　う話題の時に，一人の男子生徒が「オレいやだよ，それ無理だよ。うちの手伝いもあるしさ。」
　　という，かなりざっくばらんな調子で言っていた。これは，私としては「ここまでくだけるも
　　のなのか」と，イメージとしてかなり違和感があった。生徒会役員が十人ぐらい集まった場面
　　で，話題があり，議長がきちんと司会をしながら進める場面であるのに，こんなにざつくばら
　　んな誉い方をするものなのか，と。その後，三人か四人の生徒の融和があったが，結局，一人
　　だけがざっくばらんで，あとは非常にフォーマルなスタイルでそのシナリオはできていた。私
　　としては，どちらかというとそのフォーマルな方が一般的だろうという意識があったのだが，
　　お話を聞くと，そうばかりとはいえないようだ。
関　　：クラスの雰：囲気もあるだろう。
杉戸：そういうところで，先生がその場にいらっしゃるか，いらっしゃらないかは，関係があるか？
荻野：中学生くらいだと，教師がいなくてフォーマルな話し合いというのは成立しにくいと思う。
　　私の勤務先の学校の生徒は話す力が高い子供がいると思うが，それでも，教師がいないとやは
　　り，あのビデオのようなフォーーマルな話し合いにはならない。生徒会の担当をここ数年やって
　　いて，自分の側で話し合いをさせているのだが，私がちょっと離れたところにいると，笑い声
　　あり，友達同士の会話ありだ。そして急にまた真面冒な部分に入ったりというような，非常に
　　柔軟な話し合い方を今の子供達はしていると思う。いわゆる大人がやる会議のような「それで
　　はこれから始めます」というようなことはやらない。むしろ，教師の方が司会のマニュアルを
　　作って，「こんなふうにこの会議をやりなさい」とかなり管理的にやった会議であれば，あのビ
　　デオのように流れていくと思う。ところが，子供達の自発的な生徒会の会議であるとか，そう
　　いったものだとどうか。あれはずいぶん作っているなというイメージを私は持っていた。
⑱部活動という場爾について
杉戸：部活動・クラブ活動の場面というのはどんな位置づけになるのか～　クラブのミーティング
　　とか会議は，クラス討論よりもざっくばらんな，実質的な，本音の言葉が飛び交うのか？
荻野：部によってずいぶん違うのではないか。要するに，その部の指導態勢，いわゆるヂ体育会系」
　　が強い部は，先程の「失礼します」という表現にも関連して，挨拶も徹底しており，教師と先
　　輩が二人歩いていたら，必ず先輩の方に挨拶するというような，対教師よりも対先輩の方を強
　　く意識するということがある。そういうレベルまで高まっている部もあれば，学年差がなく先
　　輩のことを呼捨てにしているような部もある。クラブの体質によるところが大きいのではない
　　かQ
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杉戸：クラブ活動関係ではとにかく「先輩が偉い」という結果がある【本報告書　3．7．】。教師と先
　　輩とでどちらを気にするかというと，クラブ活動で先生と話す疇は意識が低く，先輩と話す時
　　の方がずっと工夫している。
荻野：これは，中学校の場合だけだと思うが，特に運動部系で厳しくきっちりやるのは，女子の方
　　であろう。男子の方がゆるやかで，女子の方が細かいところまで，たとえばリボンの縛り方ま
　　で指導が入っていたりする。これは，前任校の埼玉県の公立中学校でも同じような傾向であっ
　　た。逆に，職員の会議で，あのしつこいまでの挨拶をどうやめさせるかというのが時々議題に
　　あがることもあった。「こんにちは一。こんにちは一」と，100メートル以上も離れた先輩に向
　　かって悟ったりする。職員間で「あれはちょっとやりすぎだから」と。これはもう10年以上前
　　の話で，最近は改善されたと思うが，当時はそうだった。男子の場合はそこまで話題にならな
　　いのに，女子の運動部などは，外の締めつけが結構厳しく，雷葉遣いもしっかりしていて，特
　　に先輩に対してはきちっとやっていたという写象がある。
杉戸：最近は少しゆるやかになった：のか？
荻野：そのように肌では感じている。学校が変わってしまい，そういう雰囲気がかなりなくなった。
　　ただ，現在勤めている中学校でも，男子と女子とでは，先輩との垣根の高さの雰囲気は，女子
　　の方が高いように感じている。女子の場合は，上級生からも下級生からもしょっちゅう不満を
　　聞く。逆に，男子で顧問が問に入って不満を聞くことは滅多にない。だから，女子の顧問にな
　　ると大変で，「今年の一年生は…」「今年の先輩は…」という不満を，教師が「まあまあまあま
　　あ。」と間に入る。男子は，先輩後輩の悪Pを顯問にぶつけてくるということがまずない。こう
　　したことも，先程の尾崎さんの報告の対称詞の「『センパイ』の使用の男女差は何に起因してい
　　るか」ということに関連していて【本報告書　5．2．】，そうした人間関係の男女差があるからだ
　　ろうかと感じながら聞かせていただいた。
杉戸：私は昔，『言語生活』という言葉の雑誌のコラムを担当していたが，後輩が何度も頭を下げる
　　場面が録音に入っている。三人の後輩が三人の先輩と別れる蒋，一人の後輩が三人の先輩一人
　　ずつに同じ言葉を三回雷うので，同じ言葉が3×3　・・9回飛び交うことになる。
命人称詞について（1）【本報告書　5．1．，5。2．】
尾崎：「センパイ」という表現について，男子よりも女子による使用の方が高いというのは，今お
　　っしゃつたようなところが背景にあるのだろうか？
荻野：私は二校しか経験がないが，中学校に関してはそうしたイメージを持っている。
関　：「センパイ」を使うという回答の中には，ド姓＋センパイ」も含まれているのか？
小林：それに関連して，調査票の中で，最初の方では「上級生」という形で聞いているが，後の方
　　では，同じクラブで話をする場面ではヂ先輩」という言い方をしている。この，「上級生」では
　　なくて「先輩」としたことには，何か意図があるのか～　院輩」という聞き方をした場合，「そ
　　ういう雷い方もあるな」と誘導することになるのではないか？　もうひとつ自称詞の項冒で気
　　になるのは，「オレ」とヂボク」の傾向など，その結果が自分の実感と違うように感じられる点
　　である。この調査では，ひとつひとつについて，使うか使わないかと聞いている。「ボク」はた
　　まに使うけれども「オレ」をしょっちゅう使っている子も，fボク」をほとんど使うけれどもた
　　まには「オレ」も使うと言う子も，回答としては同じということになるのではないのか？　そ
　　ういう聞き方をすると，実態とずれてくるのではないかという気がする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「学校の申の敬語」調査の検討会会議要録　　34！
　　これだけ「センパ・で」を使うという結果が出ているというのが少し気になった。その場合，男
　　女工ということで考えると，小規模ではあるが言葉に対する意識調査を私もたくさんしており，
　　その経験から書って，何を聞いても男子はfわからない」「意識してなかった」という答えが多
　　い。そういう意味では，女子の方が，それをどのくらい深めていくかということは別にして，
　　情報を取り込みやすいという面があるのかなと思う。そこで，こういう聞き方をされた蒔に，
　　それがどの程度影響してくるのかということに関しては，去年の中間発表会の時から気になつ
　　ていたことである。
尾崎：調査票では「センパイ（姓十センパイ，名十センパイなども）」と補い，「姓十センパイ」も
　　含む形で聞いている。
杉戸：「センパイ」と誉う言葉が出てくるのは，部活動・クラブ活動だけに限って使い分けたつも
　　りだつた。生徒会・学級活動関係では「上級生」という表現で一応統一一したつもりだ。
小林：そういうことが，回答した生徒に通じているかどうか。
　　最近，「センパイ」というのが普通名詞化しているかなと感じることがある。
　　私の担当しているクラブ活動では，「OBの先輩」「OGの先叢」と酬うことがある。そんな言い
　　方があるものの，では面と向って「センパイ」と常に呼んでいるかというと，そうでもない。
　　同じ学校の中にいる場合にはあだ名とか「○○チャン」と呼んでいる場會もあるし，卒業して
　　しまったような先鷲のことはfセンパイ」と雷うことが多いかなと感じる。
荻野：このグラフは，使用する可能性のあるカウントではあるけれども，必ずしも使用頻度ではな
　　いということですね。
小林：そういうカウントであるけれども，現実的には「オレ」と「ボク」というのは，子供達の中
　　でやはりひとつの傾向を持って意識しながら使われている万葉ではないかと思う。それに加え
　　て私の調査では，ドなるべく自称を使わない言い方をする」という答えが結構あった。なるべく
　　「ボク」と言わない，「ワタシ」と雷わないで話をもっていくというのを，結構意識的にやって
　　いる子が，個別に聞いてもいる。それも，やはり「オレ」とはちょっと言いにくい，しかし「ボ
　　ク」というのもちょっと子供つぼかったり，優しげに聞こえたり，優等生つぼく真藤園入間に
　　聞こえるのが嫌だとか，いろいろ理由がある。作文などで相手がいなければ「ボク」と書いて
　　いるのに，しゃべる時にはなるべく使わないようにしている。しかし「ジブン」などと言うの
　　には抵抗がある。だから使わないようにしゃべっているという男子は多い。
塚田：それは高校生だからということか？　中学生まではそのことについてあまり意識していない
　　のではないか？
小林：私自身は高校でそのような印象を持っていた。私には中学生の息子がいて，そのことに関し
　　て聞いてみたところ，「自分は小学3年生の頃にはもう，そう思っていた」と言う。fボク」は
　　いやだ。だからなるべく使わない。しかし小学校2～3年生くらいだと，「オレ」なんていうと
　　「そんな乱暴な言葉はやめなさい」とお母さんが雷うから，だから「オレ」も使えない，と。
杉戸：雪解詞を避けるというやり方は，外国人への無恥語教育の世界でも話題になっていることで
　　ある。人称詞に限らず，文末の方に繊てくる尊敬とか謙譲という人間関係を微妙に表わさなけ
　　ればいけない語形の部分を避ける。文の作り方として，そういうストラテジーを持っている初
　　級・中級の学習者がいると聞く。私はそういうのもひとつの能力だと思う。やり方でかなり工
　　夫しないと，言葉遣いの他の方まではっきりしないと避けられない，省略することができない
　　わけなので，男子の場合，そういうことが早い段階で始まっているということであろう。
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小林：先程の中学校の件についてだが，私も中学校のことはよくわからないが，東京都の多摩地区
　　の公立中学校に通う息子に聞くと「友達三士でボクと言うのは変わった子だけだよ」と言う。
　　だいたい普段は「オレ」と言うが，先生に対してはもちろん「ボク」と旧いにくいのだけれど，
　　使い分けようとする。そういう話を聞くと，三三の例としてではあるが，今まで自分の生徒と
　　話をしてみて納得できるところがある。たとえば，彼らと面談で話をしても，主語のない，自
　　称詞のないしゃべり方をするので，誰のことを言っているのかわからなくて，「え？　それは誰
　　の事？」と聞き返しをすることが，女子よりも男子の生徒に対しての方が圧倒的に多い。
尾崎：どの言い方も使わないという生徒はおそらく「その他」に○をつけているが，その中にはそ
　　うした回答もあったかもしれない。ただ，その回答に男女差があったかどうか。
杉戸：女子の方では，そういう人称詞関係で，「ボクと言うのはちょっと…」に似た葛藤のあるもの
　　はあるか？　「ワタクシ」なんていうのは？
小林：「ワタクシ」は言わないだろう。まず聞かない。高校生の世界では相当改まっていても聞か
　　ない。アンケートで「雷うことがありますか？」と聞くと○をつける子はいるが，聞いたこと
　　がない。女子の自称に関しては最近，「ハルコ」「マユミ」という言い方が閉立つ。これは，私
　　が高校生の時や教員になったばかりの頃には，少なくとも先生に対する旧い方としては聞いた
　　ことがない言い方である。ここ2～3年よく聞くようになった。
尾綺：先生に対しても使うのか？
小林：先生と話す蒔にも，自称詞に自分の名前を使う子がいる。そう多くはないと思うが。
塚田：姓ではなく名前の方か？
小林：名前の方だ。
尾崎：東京の高校の女子による「名前」の使用はわずかだが。
小林：この言い方は流行かもしれない。ずっと増え続けてこれから先もそうなるかどうかというほ
　　どの印象ではないが。
荻野：メディアに出ている女性アイドルタレントが結構自称詞に名前を使うことが多いので，そう
　　いうのに非常に興味関心を持っている子が多い。友達を呼ぶ時も，当然下の名前で呼ぶし，自
　　分を称する蒔にも，「ワタシワ」という三葉を使うよりも，「00（名蔚）ワ」と話し始める。
　　そういうのがここ数年多いと私も感じている。
杉戸：マスメディアなどでは姓の方を自称に使うというのがあって，非常に違和感を持っている。
荻野：矢沢永吉あたりから始まっているものであり，「矢沢は」と彼は言う。それを若い子，ちょっ
　　とつっぱった演技とかキャラクター持っている子は真似をするし，いわゆるブリッ子スタイル
　　の子達は下の名葭を使う。そういう使い分けを感じる。
杉戸：この研究所にも，自分のことを姓で言う若い女性所員がいる。
癖人二二について②【本報告書　5．3．】
荻野：先程小林さんがおっしゃったように，子供達は場によって，呼ばれ方を意識していると思う。
　　好きなニックネームであっても，言われたい場面と言われたくない場面とがやはりあるようだ。
　　ただ，代名詞よりも固有名詞，その子だけの名前で呼ぶというのは，むしろ生徒指導では鉄則
　　であり，非行化傾向を持った子に名前で呼んだら，「名前で呼ばれたの初めてだ」と，顔が和や
　　かになるというようなことがいろいろな報告にある。だいたいそういう子達は叱られる時，「オ
　　メエラ」とか「オマエタチ」と言われてしまう。ところが，名前で呼ばれると，彼らは個とし
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　　て認められたんだと思う。だから，代名詞よりも固有名詞の方が個として認められたという意
　　識が強い。逆に教師が代名詞を使っている蒔は，この教師は「俺のこと知らないな」「きっと僕
　　のこと理解してないんだ」「だから代名詞で呼んでるんだ」「先生は僕の名前を覚えてくれてな
　　いんだ」と感じることが強いと思う。
杉戸：そこまで行くわけですね。
荻野：はい。だから私達も授業をやりながら，名前が出てこないというのは極力避けるように，そ
　　の子の机とか上履きとか，その子の手がかりは無いかと一生懸命探して，それで「君は何だっ
　　たっけ？　上の名前はわかってるんだ，下の名前だよ。」とか雷いながらごまかして，とにかく
　　その子の名前を知っているんだと演技する。「キミ」ヂアナタ」とは絶対雷わないようにする。
尾崎：もし仮に「アナタ」を使うことがあるとすれば，それは対立的な場面ということになるか？
荻野：ドアナタ」は，どうしても，注意する時などに使いやすい言葉である。怒った時に「あなた，
　　どう考えてるの！」と使いやすいので，「アナタ」には抵抗があるのではないか。やわらかい雷
　　葉で「アナタ」というのは，そんなに嫌な子葉ではないはずで，好ましい言葉だが，学校の場
　　面では，配布資料にも書いてあるように，対立的な場面でもよく使われる書葉だからだろうと
　　思う。
杉戸：「アナタ」という言葉は女性の先生からするとどうか？　使いやすさとか。
小林：これは，好き嫌いということから言っても，ゼアナタ」は，「キミ，オマエ，オメエ，アンタ，
　　オタク」と雷われるよりはいいということである。だから，先程荻野さんがおっしゃったよう
　　に，名前を知らないで，呼び掛け言葉がなくて，生徒が「アナタ」と呼ばれたら嫌だろうなと
　　は思うし，そういう使い方は避けようと思う。しかし，たとえば「○○さん，ちょっとこれ，
　　あなた持ってってくれない？」というのは普通に使う。また，「キミ」というのは不思議な門葉
　　である気がする。学校社会だけでなく，一般に結構使われる鷺葉とされていながら，実際には
　　あまり聞かない言葉ではないか，という気がする。他の学校の状況はどうかわからないが，私
　　の勤務する東京郊外の都立高校がある一帯の地区で「キミ」を使う人はごく限られた中年女性
　　の先生ぐらいではないか。そういう人はわりあい使いやすく，「きみ，ちょっとこれ，頼むわ」
　　という使い方ができる。もちろん名前を雷っての上であるが。しかし，男の先生で「キミ」と
　　いう雷葉はあまり聞いたことがないし，私も若い20代くらいの蒔には「キミ」という言葉自体
　　が使用語彙にないので，生徒に対して「キミ」と使ったことは一度もなかった。そのうち，だ
　　んだん自分が偉そうにできるようになったら「キミ」と書うようになったりして，いやな雷葉
　　だな，やめようか，と思うのだが。
関：僕が使うのは「キミ」。「アナタ」とはあまり誉わない。
小林：それには地域差もあるだろう。ただ，「アナタ」に関連して，生徒に対する女性の先生の言葉
　　と男性の先生の雷葉は，少なくとも私の周辺の学校では，とても違っている。生徒が先生から
　　どう呼ばれどう感じるかということについても，たとえば，男性の先生から「姓＋サン」で呼
　　ばれるのと，女性の先生からそう呼ばれるのとでは，生徒の取り方はものすごく違うのではな
　　いかと思う。これは，「○○クン」など他の呼ばれ方についても言えることである。
杉戸：「00クン」は女性の先生から男子への使い方か？
小林：日頃よく聞いていると，割合年配で，嘱託の先生とか講師のような，学校から一歩離れたよ
　　うな立場の先生方は，たとえば男性の先生なら女子を「○○サン」，男子を「00クン」と呼ん
　　でいるような郎象がある。それから，普通の男性の先生方は，女子も男子も割合「呼捨て」に
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　　しているのではないか。女性の先生は，女子を「○○サン」，男子を「○○クン」と呼ぶことが
　　多いように思う。たまに，地域のコミュニティーセンターなどで「ジェンダーと言葉」という
　　講座に行ったりすると，女性の問題に関心のある人などは，先生には男子も女子もぜひ「○○
　　サン」と呼んでほしいとおっしゃる方が多い。私も建て前としてはそうだろうと思うが，現実
　　的に学校の場に行って，男子の生徒を「○○サン」と呼ぶか，呼べるかというと，すごく呼び
　　にくい。「○○クン」ならまだ呼べるし，「呼捨て」にする方がまだ気が楽なくらいだ。「呼捨て」
　　をどんな場面でも平気で使うことは私も嫌だが，話の流れの中で使うこともある。女性の先生
　　の中には男子生徒を「○○サン」と呼ぶ人もいるが，そういう呼び方に対する男子生徒の見方
　　もいろいろである。高校を出て大学や予備校に行くと「○○サン」が普通だと思うのに，高校
　　で「00サン」と言うと，男子生徒にぎょっとした反応をされるというか，俺の方が一段偉く
　　なったんだぞというような態度をとられることもある。また，先生にもいろいろなタイプがあ
　　り，fさあ，やろうよ！」とり一ドして引っ張っていくような先生もいるし，女の先生だと昔な
　　がらの女子校の先生みたいなおとなしくて優しい方もいる。後者のような人が男子生徒に対し
　　ても「○○サン」と使うような印象がある。しかし，そういう人だと，生徒に言うことを聞か
　　せられないというようなことが風評で一緒に流れたりするので，言うことをきかせてり一ドし
　　ていこうとするときなど，「○○サン」はとても使いにくいところもある。本当は，やはり高校
　　生であれば，全部「○○サン」で通せればいいのだけれど，そうもいかない。また「呼捨て」
　　をするのも抵抗があり，なかなか使えない難しい言葉だなと思う。女子校だとまた少し違うか
　　も知れないが。
荻野：定量的なお話はできないが，私の知っている限りでは，男女差はあるようだが，やはり教師
　　は圧倒的に「呼捨て」が多いと思う。私は国語科なので，少なくとも授業の中では敬体でやり
　　たいと思っているため，「○○サン」「○○クン」を使う。男子に対しても「○○サン」である
　　べきだという先程の話に関連して，fOOサン／00クン」派は，実際2～3割くらいだと思う。
　　それは，教師がある意味で強く出ないと子供達を御しきれない。「○○サン」「00クン」と呼
　　んでいると子供達が逃げて行ってしまう。引っ張る教師というイメージがあってやる人と，パ
　　イプがあって信頼関係の上で「呼捨て」にする場合とがあり，一概に悪いとは言えないと思う
　　が，現在，少なくとも教師は「呼捨て」が主流ではないか。授業を離れて生徒を敬称で呼ぶ先
　　生は少数派だろう。小学校の先生はそうでもないが，中学校ぐらいからガラッと変わるようだ。
小林：女性の先生でも同じだろうか？
荻野：女性の先生も増えていると思う。
小林：高校の場合には，女性の先生は，原則的に「○○サン」「○○クン」を授業以外でも使うとい
　　う方が結構いるように思うのだが。
杉戸：中学校から高校に移行するに従って，教師と生徒の関係からして，「サン」fクン」やそれに
　　つながる敬称や丁寧な言い方が増えていく傾向にはあるのではないだろうか。
小林：中学校というのが，そういう意味では一番，よくも悪くもきっちりと生徒との関係ができて
　　しまうし，作らなくてはならないということがあるのではないか？　「呼捨て」にする方がより
　　効果的なのは中学校ではないだろうか。高校になると，少し大人になってくるので，多少おと
　　なしい先生が「○○サン」と言っても，生徒がちゃんと聞いてくれることはあると思う。もち
　　ろん，それだけでは済まない場颪もあるだろうが。
荻野：私の研究仲間で，「友達同士，どういうふうに呼ばれるのが一番いいか」というのを，国語の
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　　授業でディスカッションさせたというのがある。設定は「職員室で○○君を呼んできてくれ，
　　と先生に頼まれた。教室まで駆けて行って戸をがらっと開けて，第一声，何と呼ぶか？」と。
　　「杉戸翼，先生が呼んでるよ。」と言うか，「おい，杉戸，先生が呼んでるよ。」と雷うか，「杉ち
　　ゃん，先生が呼んでるよ。」と雷うか，いくつかパタンを作り，どれを支持するか，パネリスト
　　を立てて議論させた公開授業を見たことがあり，自分の学校でも各学年で同じように調査をし
　　た。これには個人差もあり，いろいろと言えないとは思うのだが，ただ中学校というところに
　　は，小学校から受け取ったばかりの非常に幼児性が残っている子から，高校にバトンタッチす
　　る前のちょっと大人っぽい雰囲気を持っている子までいる。！年生と3年生とでは全然雰囲気が
　　違ってくる。1年生の頃というのは，同性に対しても異性に対しても結構ド呼捨て」が多く，ま
　　だ性の意識というのがないように，私はその蒋感じた。2年生くらいになると，先程の調査結果
　　とリンクしてくるのだが，異性に対しては呼びかけにくい，と。つまり，性に目覚めるのだが，
　　どう呼んだらいいかわからず，むしろ背中を向け合ってしまうという時期が中学2年生ではな
　　いか。これは生徒指導をしていても感じることで，1年生の頃は，「机をあわせてごらん。男女
　　の班をつくれ」というと，何の抵抗もなくちゃんとつけて，ワーワーしゃべり出す。ところが，
　　中学2年生くらいになると，男子と女子の机の聞に5～10センチくらいの溝ができてしまう。
　　それでお互いに話さない。相手を呼ぶ時も，陰では恐らく呼んでいるのだろうが，なかなか相
　　手のことを呼ぼうとしない。ところが3年生になって，しかもある程度クラスの関係がしっく
　　りいってくると，きちんと敬称をつけて呼ぶようになる。相手を女性として，また男性として
　　認め，「○○クン」「○○サン」と呼ぶ関係になってくる。東京都の中学校では2年生からしか
　　データをとってないが，そこに絡んでくるのではないかと思う。
塚田：異性の同級生に対し「挨拶をしない」という回答が，他の項囲に比べ非常に数値が高い【本
　　報告書　5．5。】。データが東京の中学2年生のものであり，荻野さんのおっしゃることと符合す
　　る。
荻野：1年生くらいまではまだ小学校の雰囲気を引きずってきているので，男女の差はあまり意識せ
　　ずガチャガチャやっていた。2年生くらいというのは一番，もちろん第2次性徴もあり，男の子
　　は女の子をどう扱っていいかわからない。それまで一緒に遊んでいた幼なじみの○○ちゃんじ
　　やなくなってしまう。そこで，無視するというか，本当はコミュニケーションを取りたいのだ
　　が取れない。そうした混沌の三期を越えて3年生くらいになってくると，大人に近づいた関係
　　で，「○○サン」「○○クン」で付き合えるようになってくる。そういうイメージを持っている。
関　：調査はどうして2年生だけなのか～
杉戸：調査が一番やりやすかった，受け入れてもらいやすかったからだ。！年生はまだクラスとして
　　も学年としても混沌としているし，3年生は次の段階への忙しさがある。
小林：中学3年生は進路の面談をしたり，面接の指導をしたりする学校が多いので，そこでおもて
　　立って敬語の使い方や改まった場での行動の仕方，しゃべり方というのを意識し始めるのでは
　　ないか？
荻野：知識として，カリキュラム上は3年生の教科書に敬語は入っている。実際，前任校でも今の
　　学校でもそうだが，3年生の冬が近づくと，話し方指導というほどではないが，それに絡めた薗
　　接指導をやる。
杉戸：そういうときは，教育としていい場面になるのか？　それを経る前と経た後とでは変化があ
　　るか？
346　　資料3
荻野：それまで全く意識が向かなかった子達が，すぐそこにあるハードルに向かって頑張るわけな
　　ので，効果は高いと雷える。
杉戸：大阪の方では，「○○クン」「00サン」という敬称をつけた呼び方が持つ意味合いはどうか？
関　：大阪ではやはり「呼捨て」が多い。ただし先生の個人差ももちろんあると思う。私は授業中
　　は「呼捨て」だが，時々改まった感じで「00クン」「○○サン」と言う時もある。その蒋は，
　　雰囲気をみはからって使ったり，いろいろな場面がある。
命書記遣いの変化の項罠について【本報告書　5．11．】
杉戸：生徒達の間で先生をドサン」づけで呼ぶことは，男女共に，東京の高校よりも大阪の高校の
　　方が高いという結果があるが。
関　：私は今まで生徒から「サン」づけで呼ばれた経験はないので，「あれ，こんなに大阪が多いん
　　だな」と思った。ただ，今年の3年生で一人だけ，私のことを「関サン」と「サン」づけで呼
　　ぶ子がいる。どうしてそう呼ぶのかは聞かなかったが。
荻野：大阪の方では，教師間ではどうだろうか？　教職員間でも「関サン」と憲うのが多いのでは
　　ないか？
関　：そうだと思う。確かにfサン」づけが多い。私はなるべく「○○先生」と言うようにしてい
　　るが，なかなかそうもいかずに「○○サン」と雷うこともある。この頃は古手になってきたの
　　で「○○クン」と雷う場合もあるし，仲の良い先生同士では「○○チャン」とも雷っている。
荻野：実際，こういう会議の場で，「尾崎サン」と言うべきか，「尾崎先生」と言うべきか，私も迷
　　うところではある。ある研究会（全国大会）に参加した時，「今田はお互いに『先生』と琶うの
　　をやめましょう。『○○サン』でやりましょう」ということになった暗，東の方の人が反対した
　　というような記憶がある。神戸の方の先生がそれを提案されて，西の方の人はだいたいが賛同
　　した。東の方の人が，「やはり僕はここにいらっしゃるあの先輩を『○○サン』とは呼べない。
　　ilOO先生』と呼ばせてもらう」という発言があって，話題になった。今の職場はそうでもない
　　が，前任校では「○○サン」で呼び合うという雰囲気はなかった。先生同士「先生，先生」と
　　呼び合っている。もしかしたら，そうした職員室の雰囲気と，子供達が陰では「関先生」と呼
　　ばず「関サン」と呼んでいるということとは，関連があるのかもしれない。もし，東西の文化
　　の違いまで語るのであれば，職員の二葉も調査してみて，関東の方が職員同士「先生」という
　　言葉をよく使っていてそれで子供にも似たような傾向がみられる，ということが言えれば，東
　　西の行動様式のところまで押して行ける論になるのではないか。
小林：ここで言う「生徒間で先生のことをサンづけで呼ぶか？」というのは，先生をたとえば「や
　　すこちゃん」とか，呼捨てで「小林」とか，ジャッキー・チェンに似ているから「ジャッキー」
　　と呼ぶというのとどう関連するか。尾崎さんのおっしゃる文化の違い，行動様式の違いという
　　こととの関連などについてうかがいたい。
尾崎：ニックネームで呼ぶというのも垣根を取り払うことになる。「サン」づけとのつながりがある
　　ように思う。
小林：数量化したわけではないのではっきりとはわからないが，印象ではそういう呼び方をする生
　　徒は多いと思うし，私自身，面と向かって「チャン」づけで呼ばれた経験もある。
杉戸：先生の事を「サン」づけで呼ぶかどうかは，調査の質問としては「友人に向かって」という
　　ことで聞いている。「佐藤さんは休みだ」「佐藤は休みだ」と友達同士で乞う時である。これは，
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　　私の過去の記憶でいうと，先生の事を友達同士で「サン」づけでいうと，生徒として成長した
　　ような，そういう自覚のもとで，大人になったという意識が確かにあったように思える。「呼捨
　　て」よりもさらに「サン」づけした方が，自分が偉くなったような気がした。それは，尾崎さ
　　んのいう文化的な差で，距離の捉らえ方，対人関係の設定の仕方がずいぶん変わってきたとい
　　うことではないか。
荻野：子供達の雑談を聞いていると，子供のランクとしては，「佐藤先生」か「佐藤」か「さとチャ
　　ン」だった。概念としてヂ佐藤さん」というのはないのではないか。つまり，「先生」という敬
　　称をつける，「呼捨て」にする，「ニックネーム」で呼ぶ，というこれらの三者択一だと思う。
　　私も「荻野先生」「荻野」「ニックネーム」のどれかで呼ばれているだろうが，「荻野サン」とい
　　うのはありえないと思う。
関　：クラブの顧問の先生がたまたま休まれた時の生徒の西諸を聞いていると，「呼捨て」にしてい
　　る。f呼捨てはないやろ」と思った。
荻野：私達が闘いているところでも結構言っている。面と向かって「ニックネーム」で呼ばれて，
　　それが許される教師と生徒の関係がずいぶんあると思う。
φ挨拶について【本報告書　5．5。，5．6．】
杉戸：挨拶関係では，「失礼します」「じゃあね」など具体的に出ていたが，実際どうなのだろうか？
関　：高校の場合は，職員室の他にも教官室，準備室などがあり，各準備室には「入る階は『失礼
　　します蓋と雷うように」などの貼り紙があったりする。
荻野：私の所には職員室というのがないので教官の部屋ということになるが，体育科の三富室には
　　「f失礼します』と元気よく」と大きく貼ってある。もうひとつ，職員の部屋なので，会議をし
　　ていたり，成績の書類などが散らばっていることがあるので，ノックして入ってきただけだと
　　わからない。生徒の声であれば「ちょっと待て」と反応できるということで，指導として，「教
　　務室，職員室，研究室に入る時にはきちんと雷いなさい」となる。入室の時はそうした指導が
　　あるが，退室の時の指導はまずない。「失礼します」という言葉が退室の時にふさわしいかどう
　　か何となくしっくりしないし，「失礼しました」と過去形で書うのも，という子もいるのかなと
　　思う。
小林：私もそこは気になった点で，退室の時の「失礼します」の圃答は，「失礼しました」と書いた
　　ものも含めての数ということだが，「失礼しました」というのは，「今までの経過について失礼
　　しました」ということであり，「失礼します」というのは，「ここでさよならすること」に対し
　　て言っているわけで，意味が違うのではないか。
杉戸：「出る時」の方に「言う」の野州が少なくなるようなバイアスのようなものがあるというこ
　　とか。
小林：これがもし，選択肢として，退室の時の「失礼しました」というのも含めて考えてよいとい
　　うことであれば，入室の時と同じくらいに数値が上がるのではないだろうか。
杉戸：入室の時と同じくらいとは？
小林：つまり，「失礼しました」と雷って出て行く子は多いけれど，「失礼しますjと雷って出て行
　　く子は少ないと思う。
杉戸：指導という面ではどうか～
小林：高校生であればこの挨拶は身につけてくる。むしろ「（トントン）失礼します。（ガラッ）」と
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　　入ってくる感じなので，狭い部屋にいろいろな物があってパッと入ってこられると困るという
　　意味で，「ちょっと，一回立ち止まってから周りをよく見て入りなさい」というようなことにつ
　　いて言うことは多いが，「失礼します」という書葉自体は，使用語彙として身につけているよう
　　だ。
関　：企業就職者の多い学校だと，面接の練習を何度も繰り返すので，「失礼します」「失礼しまし
　　た」は確実に言うようになるだろう。
荻野：「失礼します」というのが「辞去することが失礼なのである」という概念であると，そうい
　　う概念はまだ中学生は持てないと思う。「失礼しました」なら通じるだろう。「なんかそこでガ
　　チャガチャやつちゃった，騒がしくした，ごめんなさい」という意味の「失礼しました」なら
　　分かるが，「さよなら」の意味の「失礼します」という概念は，もう少し大人に近づかないと持
　　てないと思う。だから，先程高校生になると「失礼します」という言葉を使うようになるとデ
　　ータに出ていたが，それは，中学生が劉れの挨拶として「失礼します」という語彙があること
　　自体を知らないからではないか。
小林：語彙としては知っていても，大人の語彙というか，自分が使うには大人っぽい言い方で，相
　　手によっては口に出しにくいという時期があると思う。たとえば，先輩には「失礼します」と
　　言うけれども，先生にはむしろ「さよなら」と言うというように。先生というのは讐えられる
　　関係ということもあるので，これは自称詞についても書えることだが，先生に対してむしろ子
　　供っぽい，親しい言い方をする。しかし先輩に対しては，年齢・立場としては近いが，微妙か
　　っ厳然たる上下があるという関係だからこそ逆に甘えられない。そういう関係の違いがあるの
　　ではないか。
杉戸：先輩後輩の間で飛び交う別れの挨拶とはどんなものか？
荻野：「失礼します」だろう。
杉戸：先輩に対しては，典型的な雷い方として比較的早くから身につくようなことがあるのだろう
　　か？
荻野：やはり，素直にふっと出てくる回れの挨拶ではない。やや構えがあり，マニュアルがあって
　　「先輩，失礼します！」と言う響きがある。
塚田：実際，「失礼します」という言葉はクラブ活動から学ぶ言葉なのか？　クラブの先輩後輩意識
　　とどう関係しているか～
荻野：挨拶言葉としての認識は弱いと思う。礼儀の部分から入ってきて，まず学校の側としては，
　　「職員室，教官室に入る時には挨拶をしなさい。その台詞はこうだ」というものがある。一方，
　　体育会系のクラブに多いことだが，先輩後輩の間での慣習として残っている挨拶指導というも
　　のがあり，こちらはその意味をあまり考えずに使っている場面が中学生には多いと思う。そう
　　いうところがらこぼれている子，たとえばクラブ活動に入っていない，あるいはそんなに頻繁
　　に職員室に行かないという子には，「失礼します」という行為はあまりないと思う。教員を丁数
　　年やっていて，生徒から「失礼します」を「さようなら」の挨拶の代わりに使われた事例はな
　　い。卒業生が遊びに来た時ならば，帰る蒔にこちらが「じゃあね」と言えば，「失礼します」と
　　雷う子は何人もいる。しかし，現役の中学生が私に向かって「失礼します」と言って帰って行
　　くことはないだろう。
関　：高校生の場合，アルバイトをやっている子も多くて，そこで教わってくる子もいる。
塚田：確かに調査票の自由記入の欄にヂアルバイト先で」と書いているものもいくつかあった。
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荻野：この雷葉は「社会的な」というか「大人の興野」として位置づけられるように思う。
杉戸：東京の高校，大阪の高校で，校長先生に対し「失礼します」と「さよなら」の順位が逆転し
　　ている背景は何か～　東京の中学と東京の高校を比べた場合も，「失礼します」が3位から2位
　　に上がる。これもその「失礼します」という言葉が持っている社会性というか，そういうもの
　　が理解されて実際の行動として定着してくるものと解釈できそうか。
荻野：これはもしかしたら，先程の「先生に対する垣根を取り払おうとする意識」というものが東
　　京の方が低く，大阪の方が同じ地平上で相手を捉えようとするという仮説を立てると，成り立
　　っ道理ではある。
杉戸：そうですね。よりフォーマルで改まった形式が東京では好まれ，大阪ではそうではない，と
　　いう解釈を，大阪の先生はどう解釈されるか？
関　：校長先生に対しては「失礼します」と書うのを結構聞くが，親近感を持っているというか…。
塚田：調査では，生徒に想定させた相手を「担任の先生」「校長先生」と限定したが，先生一一般と担
　　任の先生とでは，挨拶野僧や行動に違いがあるか？
荻野：学校規模にもよるだろうが，子供には，教科指導を受けて自分が関わっている先生と，そう
　　でない先生とがいる。逆に，私にも指導をしている生徒とそうでない生徒とがいる。私の場合
　　は480人しかいない小さな学校だが，それでも関わりのない生徒というのがいて，そういう生
　　徒とはなかなか挨拶も成立しにくい。こちらが声をかけないと向こうが声をかけてくれない。
　　「僕は教わっていない先生だ」とスーツと通り過ぎてしまうことがある。生徒は自分との距離感
　　で見ているのではないか。郷里の先生というのは，教師の中ではやはり一番近い先生だから，
　　そういう意味では線引きできるだろうし，さらにその周りには教科指導を受けている先生がい
　　て，クラブ野僧がいて，そして窃分に全然関わりのない，ただうちの学校の先生らしいという
　　先生がいて，それにより挨拶の度合いが違ってくるようだ。校長先生というのは，校長先生の
　　行動にもよるだろうが，学校によっては，生徒とあまり接しないのではないか。
塚田：私たちが，時々高校に面接調査でうかがうと，廊下で生徒たちから挨拶されることがよくあ
　　つた。それは，高校生の場合，自然に学んできたことなのだろうか。それとも，知らない人や
　　来客があった時には挨拶をしなさいという指導のようなものがあるのか。
小林：高校生が廊下で挨拶をするということか。
塚田：熊本甫や京都市の高校で調査をしたのだが，その時にはそうだった。
小林：地方だと，道を歩いていても中学生が「おはようございます」と言う所がある。そういう所
　　は町ぐるみで挨拶運動か何かをやっていたりする。
塚田：東京ではそういうことはないか？
小林：私の学校の生徒などは，知らない人に対しては挨拶はしないと思う。
関　：大阪の場合，私は陸上部の顧問をしているが，毎朝ミーティングの時にやはり挨拶するよう
　　に醤う。それから，全校集会というのが月に一回あり，そこでも生活指導の先生が朝の挨拶を
　　するように書うこともある。
荻野：学校で指導しない限り，特に都心部では，自然発生的に挨拶をしてくれる子は半分いないの
　　ではないかと思う。私の学校では，来客の多いシーズン，たとえば入学選考の願書を取りにく
　　る受験者の保護者が増える時期であるとか，附属なので研究発表があって全国から先生方が参
　　加される前後などに，挨拶の指導を入れると，結構素直な子達が多いので，その期間は上手に
　　挨拶してくれる。ところが，それが過ぎて，何かの折に私の聴入がたまたま訪ねて来た蒔には，
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　　「全然挨拶しないねえ」と言われることもある。そう考えると，ちょっと挨拶の指導を入れると
　　生徒はやるけれども，自然発生的に上手に挨拶するというのは，東京ではあまりないのではな
　　いか。地域の学校というか，そういったことが根付いている学校は地方にはあると思うが，私
　　がお邪魔する東京の学校などでは，やはり「今日はこういう人が来るから」という指導があっ
　　て挨拶してくれているのだなあというのが分かる。
関　：そういえば最近，私の学校で，朝全ての先生が，交通安全を兼ねて通学路の各ポイントに立
　　つということをやったのだが，その後地域の方からたまたま教頭に「今霞は先生方は何をされ
　　てたんですか？」と電話があった。「いろいろなマナー一を教えていました」と言われたそうだ
　　が，「あれでマナーなんですか？　先生方が生徒と挨拶もしていないじゃないですか」と苦情が
　　入ったことがある。
小林：こちらからすれば生徒は必ずしますからね。
荻野：教師の中には，「自分は教師であるから生徒の方から挨拶すべきだ」という固定観念がある方
　　もいて，なかなか自分の方から声を出さないということがある。こちらから声を出せば，よっ
　　ぽど恨まれていない限り，子供は9割は返してくれる。しかし，自分の方から声をかけない教
　　師もいる。
小林：生徒が来ると顔をそむけて行ってしまう教師も中にはいる。街の中だとわかる気もするが。
　　大きな声で「おはようございます」と言われると，あそこの先生だというのが見え見えで，そ
　　れはちょっと嫌だから，私なども，うちの生徒の一集団が来るなと思うと一一歩ずれるとか，コ
　　ンビニに入ってしまうとか，そういうこともある。先生もいろいろな人がいるので，校内でそ
　　ういうことをする入もいる。
　　自分が子供の頃を思うと，人の家を訪ねて，「ごめんください」と言えるようになるにはずいぶ
　　ん時間がかかった記憶がある。もちろん言葉は知っているが，なぜか言えない。小さいのにこ
　　んな労い方をしてませたふうに見られるのも嫌だし，かといって礼儀知らずに思われるのも嫌
　　だし，笹葉に逡巡してしまい，言葉が出ない。そういうことが，子供には案外あるのではない
　　かと思う。だから「失礼します」と定型の挨拶を教えればそれはちゃんと言えるし，「そういう
　　場を与えられたのだから，もうここでは言っていい」とルールとして雷える。ドおはようござい
　　ます」などは定型的に小さい頃から使っているので，楽に言えるのだろう。
杉戸：f失礼します」は，そういう挨拶行動への入口になるような表現なのだろうか。本当は失礼
　　などしていないのだが，「失礼します」と言えば別れの挨拶になるというような，ひとつのパタ
　　ンを身につける手がかりの一例となるか。
禽再び人称詞について【本報告書　5．1．】
杉戸：「ボク」についての解釈はどうか？　これも，絶対的な頻度の差ではないだろうということ
　　をふまえて考えなければいけないと教えていただいたわけだが。それにしても，中学校から高
　　校になると「颪ク」はかなり減っている。
荻野：ノーマルに考えれば，おそらく尾崎さんの解釈のヂ加齢による変化」かと思う。先程おっし
　　やったように「ボク」という言葉は，やや子供っぽい感じがするから減るのは当然だというこ
　　とで成り立つが，私が肌で感じていることでは，男の子がちょっと中性化している，優しくな
　　っているということがあると思う。「オレ」と雷う子はクラスでも減っていて，どちらかという
　　とサラッとした感じの子が増えている。言葉遣いもいわゆる乱暴なタイプの子よりも，洗練さ
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　　れた言葉を選ぶ子の方が増えていると感じる。弱々しいというか，力強さが欠けているという
　　か，女の子みたいな感じで，中性化しているようだ。
尾崎：たとえば「そうだぞ」より「そうだよ」を使うとか。
小林：「～だぞ」は昔から言わないと思う。ただ，男子でも「そうなのよ」のように，「～なのよ」
　　「～なのね」を使っている。
荻野：「ね」は多い。「ね」「よ」は多いと思う。
杉戸：配布資料には大阪のデータがないが，大阪の中学校・高校では「ボク」というのはもっと多
　　いのだろうか～
関　：多いと思う。
杉戸：私には「吉本」のデータしかないのだが，ああいうイメージを考えるとおそらく東京よりは
　　多いのではないかと思う。
関　：推薦入試の作文の蒔にヂ私（ワタクシ）」と書くように指導しても，やはり「僕（ボク）」と
　　書く。
小林：作文ではやはり「僕」を使っている。高校生でも3年生くらいになると「私」や「自分」と
　　書く子が出てくるが，いわゆる普段の作文，たとえぼ中学校を卒業して高校に入る時に課題を
　　出す時などは，まず8翻の男子は「僕」を使っている。
関　：それで，話し襟葉では「オレ」を使っている？
小林：普段の話し言葉では「オレ」を使う。先生や，少し改まった関係でしゃべらなければいけな
　　い蒔はヂボク」と言う子もいるし，自称詞を避けてなるべく使わない子もいる。たまにすごく
　　蕩いにくそうに「自分が」という子もいるが，それはやはり背伸びしている感じがする。
尾崎：大阪の高校の男子生徒は，同性の友人に対する場合，「ボク」を使うのは15％，「オレ」は95
　　％，「自分」は12％，という結果が出ている。
杉戸：先生に対してはどうか？
尾崎：担任の先生に対してだと，「ボク」は80％，「オレ」は42％となる。
杉戸：大阪で先生に対して「ボク」が80％というのは，実感としてどうか？
関　：場面差もあるだろうが，確かに「ボク」が多いだろうとは思う。
醗敬語についての意見について【本報告書　第4章】
杉戸：以上のほかに，先生方から付け加える点があればうかがいたい。全体的なこと，あるいは今
　　陰私どもからはお尋ねしなかったことについてでもよいが。
荻野：これまで話題にはならなかったところで，ひとつメモしたところを。全般的な事柄として，
　　「敬語，敬語意識というものごとの範囲」というところで，杉戸さんは，「改まった雷葉を使う
　　べきであるという反応が結構多くこれは予想外であった」というようなコメントをされている。
　　私は，子供の水準・意識が，調査する側がイメージしているところよりも，もしかすると低い
　　のではないかと思う。つまり，彼らが使っている普段の雷葉というのは“省略化”の世界なの
　　で，「そういった言葉は使うべきでない，もう少し言葉のレベルを上げるべきだ」ということで
　　あっても，敬語というところまでは行かない，と。そういうところで答えている気がしてなら
　　ない。彼らが普段使っている七三というのは丁寧で，それは彼らも自覚しているはずだ。ただ，
　　そこから一歩上げるべきだという意識まではあっても，調査やこちら側が考えているような「敬
　　語や敬語意識」というところまでは行かないのではないか。二三科の指導の方があまり十分で
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　　はないのだろうが，中学生というのは，敬語についての知識はそれほどないのが現状で，「丁寧
　　な三三くらいにしか思っていない。もちろん，授業では，尊敬語・謙譲語・丁寧語というこ
　　とでやるのだが，彼らの意識としては「丁寧な雷葉」くらいにしか思っていない。だから，そ
　　こに○をつけた子というのは，「普毅の乱暴な言葉ではなく，友達言葉ではなく，お互い通じ合
　　う言葉ではなく，もう少し言葉のレベルを上げましょうよ」くらいで使ったのではないかなと
　　思う。
杉戸：このアンケート調査なり，調査全体が，生徒達の言葉の生活の意識と，少しは触れているの
　　だろうが，大きくずれたところで発想されていやしないか。あるいは，生徒達が本当に気にし
　　ている言語生活とわずかしか触れていないのではないか。それは，対人的な気配りを言葉の上
　　で表わすという，そういうことの全体の中で，調査する側が考えた言語様式が，生徒達が考え
　　るものと大きくずれているのではないか，という心配を持っている。
荻野：敬語の授業の後，子供達にレポートを書かせたことがあるが，どちらの立場でもよいからと
　　自由記述を求めると，結構肯定論が増える。「敬語なんて藤倒くさいから要らないんだ」という
　　論を組み立てる子は少なく，圧倒的多数は「もちろん，行き過ぎたのは面倒だけれども，ある
　　程度の敬語は必要だ」と書く。それは，男冒に私が内容で評価することはないと書っても，そう
　　いう答えが多い。
杉戸：それがなぜ必要かとか，肯定的かということについての理由，傾向などは？
小林：自分の状況がそうであって，手放しにそれでいいんだと信念を持って気にしないわけではな
　　く，本当は気にすべきなのだが，実際には気にしてしゃべれないから，気にしないでしゃべれ
　　る人と，そういう言葉をしゃべっている。
杉戸：この先，こうあるべきだとか，こうしたい，こうなりたいという目標意識というのが，この
　　アンケート調査の中では「規範意識」として顔を出している。
小林：目標というよりもやはり，「すべきだ」と思っているのだと思う。とにかくやらなければ世の
　　中では通用しないのではないか，と思っているようだ。
吉岡：もう少し実用的な必要性を認めているということか。
小林：敬語の規範を身につければその実用性が身につくかと言うと，そうではないと思う。「食べま
　　すか」と言わずに「召し上がりますか」と言えるようになれば，それでもう実用的に敬語をし
　　ゃべれたからいいのだ，と彼らは思うかもしれないが，現実的には「失礼します」と言いなが
　　ら本当に失礼なことをしている人はだくさんいる。そうであるならば，「失礼します」と言えな
　　くても，トントンとノックしてドアを開けて溺の言い方をしたり，言わないにしても中の様子
　　を見る方が，本来の敬語行動ではないかと思う。それを一緒にやらないと，ただ敬語の規範だ
　　け覚えてもしょうがない。けれども，生徒はとにかく規範を覚え，ファストフードのマニュア
　　ル敬語みたいなものを正しいと思うのではないか。私は吹奏楽の顧問をしているが，定期演奏
　　会のために生徒が作った司会の原稿を見ると，それはもう，ものすごい敬語の羅列だったりす
　　る。「させていただきます」から始まって，あらゆる所に「ですます調」「ございます調」が入
　　っていて，「これを聞いても誰もわからないよ」というようなものである。しかし生徒は，それ
　　がやはり世の中で通用する敬語だと思っているところがある。実用的というのは，敬語の規範
　　を覚えてたくさん敬語を使うことなのだと思っている部分が，高校生にはあるように思う。
吉岡：つまり，語は習得できても敬語行動は習得できていないということだろう。
小林：実際には語も習得できていないということもあるが。だから，それに縛られてしまい，敬語
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　　行動もできなければ語も習得できないわけだから，蓑現力がすごく落ちる。
杉戸：途中で出た「失礼します」という定型的なマニュアルの表現がひとつの入口というか，とつ
　　かかりになるのではないかと，話の流れから思ったが，それだけでは不十分で，かえってそれ
　　が邪魔をすることもあるようだ。
杉戸：今田はどうもありがとうございました。ひとまずここまでといたします。
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Summary
　　　The　National　lnstitute　for　Japanese　Language　（formerly　The　National　Language　Research
Institute）　has　conducted　a　number　of　surveys　of　Japanese　adults’　use　and　awareness　of　feeigo，
or　Japanese　honorific／polite　fornas，　in　eheir　community　life　and　ae　work．　Based　on　previous
research，　the　institute　initiated　research　to　iRvestigate　junior　high　schoo｝　and　high　school
students’　use　and　awareness　of　leeigo．　This　was　done　because　school　life　is　considered　to　be　one
of　the　important　fouRdations　for　adu｝ts’　usage　and　awareness　of　keigo．　The　present　volume，
飾πoγ舜6s　in／4≠）anese　Schools　f：．Resztltsノ〉て）m　Questionnaires，　reports　on　the　results　obtained
from　a　questionnaire　survey．
　　　The　questionnaire　was　administered　to　four　groups　：　2，456　junior　high　schooi　students　and
2，222　high　school　students　in　Tokyo，　1，eO4　high　school　students　in　Osaka　prefecture，　and　339
junior　high　school　students　in　Yamagata　prefecture．　The　survey　was　coRducted　from　1988　to
1992．
The　survey　results　are　summarized　as　follows：
1）　Students　who　answered　that　they　usually　“cared　about　their　use　of　words”　at　school　were
　　　20－30％　across　the　four　groups，　indicating　that　the　majority　of　students　did　not　care　much
　　　abouttheir　language　use　at　school．
2　）　However，　50－60％　of　students　ansvLTered　that　they　“cared　about　their　use　of　language”　when
　　　speaking　to　teachers　and　upperclassmen．　About　half　the　students　surveyed　were　careful
　　　with　tli｛eir　words　to　tlieir　superiors　at　school，　even　though　huinaR　relations　in　school　are
　　　consideyed　to　be　less　complicated　than　those　in　adult　society．
3）20－40％of　stude就s　answered　that　their　use　of　words“did　not　change　much”when　speaking
　　　to　their　teachers　and　upperclassmen，　while　60－800／o　said　that　their　langttage　“changed”　in
　　　some　way，　mainly　with　respect　to　heigo　in　the　narrow　sense．
4）　Approximately　half　（40－50％）　of　the　students　answered　that　they　“had　experienced　diffi－
　　　culty”　with　language　use　toward　superiors，　such　as　teachers　and　upperclassmeR．
5　）　On　the　other　hand，　students　who　“had　experienced　difficulty”　with　language　use　in　formal
　　　situations　at　school　were　limited　to　2e－300／o．
6　）　4e－500／o　answered　that　they　“had　been　corrected　or　instructed”　by　their　teachers　and／or
　　　upperclassmen　in　their　language　use．
7　）　Among　8　sample　situations　at　school　in　which　students　might　be　careful　in　their　speech，　they
　　　were　asl〈ed　to　choose　the　top　3　situations．　Situations　chosen　most　were　：　“when　speaking
　　　to　a　teacher　iR　the　teachers’　room”，　“when　showing　the　way　to　a　visitor”，　and　“when
　　　speakiRg　to　a　senPai　（upperclassinelt）　in　club　activities”．　As　a　whele，　the　human　factor
　　　（whether　or　not　the　interlocutor　is　a　superior）　seemed　to　have　a　greater　influence　on
　　　students’　concern　for　their　speech　than　the　situation　factor　（whether　or　not　it　is　a　formal
　　　occasion　with　an　audience）．
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8）　Approximately　half　the　students　answered　that　it　was　“desirable　to　use　formal　speech”
　　　during　class　discussions　and　lessons．
9）　70－80％　of　students　responded　that　it　was　“desirable　to　use　leeigo”　to　upperc｝assmen　and
　　　senPaz．
10）　When　asked　to　weigh　the　advantages　of　leeigo　（maintenaRce　ef　the　social　order）　with　the
　　　disadvantages　（strained　formality　of　human　reiations），　70－80％　answered，　“feeigo　was
　　　necessarゾ’，　placing　a　higher　vaiue　on　its　advantages．
11）　As　for　£he　disadvaRtages　（strained　formality　of　human　relations）　of　leeigo　used　toward
　　　superiors，　such　as　teachers　and　upperclassmen，　half　the　students　replied，　“it　will　cause
　　　strained　formality”，　while　the　other　half，　“it　will　not”．
12）　As　for　self－reference　terms，　boys　mainly　used　“boleu”　aRd　“ore”，　while　girls　mainly　used
　　　“watashi”　and　“atashi”．　“　i？｝Zatashi”　and　“wataleztshi”，　used　by　adu｝t　rnales　and　“wataleushi”，
　　　used　by　adult　females，　were　not　used　much．　Which　term　to　use　varied　clearly　according　to
　　　the　interlocutor．　To　friends，　boys　mainly　used　“ore”，　while　girls　mainly　used　“atczshi”　and
　　　“watczslzi”．　When　addressing　teachers，　boys　mainly　used　“bokza”　while　girls　used　“watashi”．
　　　Among　the　self－reference　terms　surveyed，　some　varied　greatly　in　the　rate　of　use　according
　　　to　the　interlocutor，　while　some　did　Rot　show　much　variation．　Such　variation　may　be
　　　regarded　as　indicative　of　the　degree　of　politeness－indicating　function　of　a　particular　term．
　　　We　can　transform　this　variation　into　a　numerical　value　and　call　itthe　“functional　load　as
　　　a　po｝iteness－indicating　expressioR”．　ln　this　sense，　“boktt”　and　“ore”　for　boys　and　“tvatashi”
　　　and　“ataslzi”　for　girls　were　shown　to　have　greater　functional　loads，　i．e．，　those　terms
　　　func£ioned　more　effectively　in　indicating　the　degree　of　politeness．　The　functional　load　of
　　　terins　differed　from　region　to　region，　as　well．　For　example，　“bokzc”　for　boys　and　“wattzshi”
　　　for　girls　had　greater　functionaMoads　in　Osaka　aRd　Yamagata　than　in　Tokyo．
13）　As　for　address　or　reference　terms　fer　the　interlocutor，　boys　maiRly　used　the　pronoun
　　　“omae”　and　non－pronouns，　“family　name　oRly”，　“first　name　only”　and　“nickname”．　Girls
　　　used　mainly　the　pronoun　“anta”　and　various　non－pronouns，　such　as　“family　name　oniy”，
　　　“first　name　only”，　“nickname”，　“family　name　with　san”，　“family　name　with　han”　and　“firse
　　　name　with　chan”．　As　a　whole，　non－pronouRs　were　used　more　than　pronouns．　When　the
　　　interlocutor　is　a　senPai，　most　boys　aRd　girls　used　“senPai”　in　junior　high　aRd　high　schools
　　　in　Tokyo．　Among　the　terms　used　by　junior　high　aRd　high　school　students　in　Tokyo，　the
　　　pronoun　“omae”　and　its　variants，　as　well　as　non－pronouns，　such　as　“family　name　only”，
　　　“first　name　only”，　“nickname”　and　“family　name　with　san”　used　by　boys，　were　found　to
　　　have　greater　functionaHoads．　For　girls　the　pronoun　“anid’　aRd　its　variants，　as　well　as
　　　non－pronouns，　such　as　“family　name　only”，　“first　name　only”，　“Rickname”　and　“family
　　　name　with　chan”，　were　found　to　have　greater　functiona｝　loads．
14）　Tke　questionnaire　foy　junier　high　and　high　school　students　iR　Tekyo　lncluded　questions　on
　　　whether　or　Rot　they　were　addressed　by　various　terms　by　their　homeroom　teacher　or　a
　　　classmate　of　the　same　sex　and　how　they　evaluated　（preferred　to　be　addressed　by）　each
　　　term．　For　some　terms，　the　number　of　“1　am　addressed　by　this　term”　responses　exceeded
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　　　“1　like　to　be　addressed　by　this　term”　responses．　For　boys，　this　included　having　the
　　　homeroom　teacher　address　them　by　“family　name　only”　or　“omae”，　and　having　a　classmate
　　　of　the　same　sex　address　them　by　“family　name　only”．　For　girls，　this　included　having　a
　　　classmate　ef　the　same　sex　address　them　by　“family　name　with　san”．　On　the　o£her　hand，
　　　for　other　terms，　the　number　of　“1　lil｛e　to　be　addressed　by　this　term”　responses　exceeded　“I
　　　am　addressed　by　this　term”　responses．　These　were　：　“first　name　with　leun”，　“first　name
　　　only”　and　“fami｝y　name　with　kz・cn”　for　boys　and　“first　name　only”，　“nickname”，　“first　name
　　　with　clzan”　and　“family　name　only”　for　girls，　all　used　by　classmates　of　the　same　sex．
15）　A　question　about　the　affirmative　expression，　“Tha£　is　so，”　was　asl〈ed　to　high　school
　　　students　in　Osaka　and　junior　high　school　students　in　Yamagata，　as　these　students　were
　　　assumed　to　have　a　wider　variety　of　expressions　because　of　their　regional　dialects．　ln　both
　　　groups，　dialectal　expressions　without　the　polite　form　“deszt”　were　used　maiRly　with　friends
　　　of　the　same　sex　and　classmates　of　the　opposite　sex．　ln　contrast，　expressions　with　“desu”，
　　　or　standard　forms，　were　used　mainly　with　senpai　of　the　same　sex，　the　homeroom　teacher，
　　　the　p血cipal　a！／d（male）visitors　to　the　schooL　2xpressions　wi出greatest　functi◎nal　loads
　　　were：“lzai，　soodesza”，“soodesバ，“soの，ade”and“soの」a”among　high　school　students　in
　　　Osaka，　and‘‘lzai，　soodesza”，‘‘soodesbl”，‘‘nda”，‘‘ndayoo”，‘‘ndan：ソaa”　and‘‘ndanoび’amo簸9
　　　junior　high　school　sttideRts　in　Yamagata．
16）　As　for　expressions　of　farewell，　“faa”　and　“baibai”　（bye－bye）　were　mainiy　used　to　friends　of
　　　the　same　sex　and　classmates　of　the　opposite　sex，　vtrhile　“sayoonara”　and　“sayonara”　were
　　　mainly　used　to　senPai　of　the　same　sex，　the　homeroom　teacher　and　the　principal．　Thus，　the
　　　terms　“sayoonara”　and　“baibai”　had　the　greatest　functional　loads．　lt　should　be　noted　that
　　　of　the　junior　kigh　school　students　who　chose　“other”　for　expressions　of　farewell　to　a
　　　classmate　of　the　opposite　sex，　quite　a　few　wrote　that　they　did　so　Ronverbally，　e．g．，　“ltot　bid
　　　farewell”，　“greet　with　a　nod”，　“nod　sileRtly”，　and　so　on．
17）　A　rather　formal　expression，　“slzitsztrei　slzimasu”　（Please　excuse　me），　was　used　by　more　thaR
　　　900／o　of　the　students　when　“entering　the　teachers’　room”　and　by　about　400／o　when　“leaving
　　　the　teachers’　room”．　However，　as　a　greeting　to　a　teacher　or　senPai　wheR　leaviRg　school，
　　　its　use　was　limited　to　10－200／o，
18）　The　address　term，　“senPai”，　was　used　by　about　70－80％　of　juRior　high　and　high　scheols
　　　students　in　Tol〈yo　and　high　school　students　in　Osaka，　and　by　about　500／e　of　the　junior　high
　　　school　students　in　Yamagata．　About　80％　of　girls　and　50－7e％　of　boys　used　this　terin
　　　（though　its　use　was　even　lewer　among　the　boys　at　the　junior　high　school　in　Yamagata）．
　　　Also，　students　who　were　rnembers　of　athletic　clubs　tended　to　use　“senPai”　more　eften．　To
　　　a　question　about　the　difference　in　use　of　“senPai”　by　boys　aRd　girls　at　school，　50－700／o　of　the
　　　students　in　each　group　respoRded　that　“both　boys　and　girls　use　it”，　with　the　exception　of
　　　the　junior　high　school　in　Yamagata．
19）　Use　of　miztchi　leeigo　（hoRorifics　used　about　one’s　family　and　close　friends　to　others），　which
　　　is　often　observed　in　the　Kansai　area，　was　not　common　among　high　school　students　in
　　　Osaka．　Less　than　leO／o　of　them　responded　that　they　“used”　the　honorific　“liaru”　wheR
358　Summary
　　　talking　about　their　parents　to　their　homeroom　teachers．
20）　Self－awareness　of　pitch　accent　was　surveyed　in　high　school　students　in　Osaka，　tkat　is，
　　　whether　or　not　they　used　the　usual　accent　of　their　dialect　or　the　standard　accent　in　formal
　　　situations．　4eO／o　responded　“dialectal　accent”，　while　300／o　said　“standard　accent”，　indicating
　　　that　a　certain　number　of　students　seeiined　to　be　aware　of　switchiRg　acceRts　accordiRg　to　the
　　　situatlon．
21）　As　for　paralinguistic　features　（lotidRess，　pitch，　clarity　and　rate　of　speech）　in　formal　situa－
　　　tions，　ma町students　thought　that　they　talked　the“same”way　as　they　usually　did　with　their
　　　friends．
22）　ln　order　to　explore　language　chaRge　（change　in　vocabulary　use）　in　individuals，　questions
　　　were　asked　about　language　use　in　the　past，　in　addition　to　the　present　（elementary　school
　　　days　for　junior　high　schoo｝　students　and　junior　high　school　days　for　high　schoel　students）．
　　　RefereRce　to　a　teacher　by　“family　name　with　san”　when　talking　to　friends　did　Rot　show　a
　　　prominent　increase　from　the　past　to　the　present，　either　for　junior　high　or　high　school
　　　students．　A　major　increase，　if　aRy，　might　occur　after　graduatioR　from　high　school．
23）　Reference　to　anether　teacher　by　“family　name　with　sensei”　when　talking　to　a　teacher　did
　　　not　show　much　difference　from　past　to　present，　both　being　around　800／o．　lt　is　likely　that　the
　　　use　of　this　form　took　root　in　elementary　school　（or　even　during　｝dndergarten　or　nursery
　　　school）．
24）　5e％　of　junior　high　school　students　and　700／o　of　high　school　students　reported　that　at　present，
　　　they　refer　to　teachers　by　family　name　without　a　title　when　talking　with　friends．　There　was
　　　no　notable　difference　between　boys　and　girls．　Comparing　this　rate　with　the　past，　there　was
　　　little　difference　between　juRior　high　and　high　school　students．　However，　a　substantial
　　　iRcrease　was　noted　from　elementary　school　to　junior　high　school．　The　practice　of　calling
　　　teachers　by　family　name　without　a　title　seemed　to　spread　reainly　in　the　transition　from
　　　elementary　schooko　junior　high　school．
25）　The　use　of　the　honorific　form　“reru”　directly　to　a　teacher　was　limited　to　le－300／o　for　the
　　　present，　about　100／o　for　juRior　high　school　students．　Girls　eended　to　use“rent”　more　than
　　　boys．　On　the　whole，　the　rate　of　use　in　the　past　was　less　than　the　present．　The　use　of“rent”
　　　seemed　to　increase　at　each　level，　frem　elemeneary　school　to　junior　high　school　to　high
　　　school．
26）　When　responding　to　a　teacker’s　e｝icitation　during　class，　60－7eO／o　of　the　students　referred　to
　　　a　male　classmate　by　“family　name　with　leztn”．　ln　comparing　the　sexes，　more　girls　used　this
　　　form　than　boys　：　70－90％　of　girls，　as　opposed　to　50－6eO／o　of　boys．　The　results　were　similar
　　　for　the　past．　This　form　seems　to　be　in　general　use　at　the　level　of　elementary　school　and
　　　coRtiRues　to　be　used　afterwards．
27）　Calling　a　male　upperciassman　by　“fami｝y／first　name　with　san”　was　not　very　common．
　　　　However，　high　school　students，　who　are　closerto　adults　in　age，　used　this　form　more　than
　　　junior　high　school　students．　While　the　rate　of　use　for　junior　high　school　students　was　about
　　　　10％，　those　for　high　school　students　were　higher　：　20－300／o　in　Tokyo　and　40－50％　in　Osaka．
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　　　There　was　a　difference　by　sex，　as　well．　Boys　used　“一san”　to　older　males　（the　same　sex），
　　　more　often　than　girls　did　（to　the　opposite　sex）．　As　for　change　accompanying　the　transitioR
　　　between　school　levels，　an　increase　was　noted　among　high　school　students，　indicating　that
　　　the　use　of　this　form　increased　with　the　transition　froin　junior　high　school　to　high　school．
28）　About　30－500／o　of　students　called　a　male　classmate　by　“family／first　name　with　leun”．
　　　Compared　with　the　situatiomnentioned　in　26），　the　rate　of　use　was　small．　ln　the　case　of　high
　　　school　students，　there　was　a　larger　gender　difference　and　the　use　of　“一feun”　was　rather
　　　characteristic　of　girls．　The　increase　in　rate　of　use　was　conspicuous　over　the　transit／ion　from
　　　junior　high　school　to　high　school；　in　particular，　its　use　among　girls　showed　a　dramatic
　　　growth．
29）　The　rate　of　calling　a　female　classmate　by　“family／first　name　with　san”　varied　frona　20％o
　　　to　700／o　according　to　the　gi”oup．　Except　for　the　junior　high　school　in　Yamagata，　this　form
　　　was　more　common　than　the　ttse　of　“family／first　name　with　fetcn”　for　male　classmates．
　　　There　was　a　notable　gender　difference　：　the　practice　of　addressing　a　fema｝e　classmate　with
　　　　“一san”，　as　well　as　calling　a　male　classmate　with　“一leztn”，　was　mainly　found　in　girls．　As　a
　　　whole，　the　rate　of　use　in　the　past　was　lower，　at　20－500％．　The　use　of　this　form　by　boys
　　　increased　substantially　over　the　transitioR　from　junior　high　school　to　high　school，　indicating
　　　their　tendency　to　start　using　this　form　after　entering　high　school．
30）　Those　who　used　the　honorific　foriin，　“senPai”，　toward　senPai　in　club　activities　and　other
　　　upperclassmen　amounted　to　50－800／o．　Girls　used　this　term　more　than　boys　：　70－90％　ef　girls
　　　reported　using　“senPai”，　while　60－70％　of　boys　did　（with　the　exception　of　junior　high　school
　　　students　in　Yamagata）．　The　use　of　“senPai”　appeared　to　iRcrease　substantially　in　junior
　　　high　school．　While　the　rate　of　use　in　the　past　and　present　were　more　or　less　similar　for　high
　　　school　students，　a　marked　growth　was　observed　in　junior　high　school　stude就s，　up　from　the
　　　past　rate　of　less　than　100／o．
31）　The　use　of　the　honorific　form　“haru”　in　the　Kansai　dialect　by　Osaka　high　school　students
　　　addressing　a　teacher　was　limited　to　about　200／o．　By　comparison，　girls　used　this　form　more
　　　than　boys．　There　was　not　much　difference　between　the　rate　of　use　in　the　past　and　present．
　　　The　following　are　the　conclusions　obtained　from　the　above　findings　：
　　　As　a　whole，　many　students　seemed　not　too　concerned　about　their　use　of　words　in　their
school　life．　However，　more　than　a　few　students　were　coRcerned　about　their　language　toward
superiors，　such　as　teachers　and　upperclassmen，　and　aware　of　changing　word　use．　The　superior－
inferior　relationship　with　the　interlocutor　appeared　to　have　a　greater　influence　on　students’
concern　for　their　speech　than　the　degree　of　formality　of　the　situation．　Many　students　thought
that　it　was　desirable　to　use　keigo　to　upperclassmen　and　that　feeigo　was　necessary．
　　　In　responding　to　questions　about　expressions　used　for　various　interlocutors，　the　students
clearly　indicated　that　they　changed　their　use　of　expressions　according　to　the　inter｝ocutor．　From
the　point　of　view　of　expression，　this　means　that　a　particular　expression　was　apt　to　be　used
toward　certain　interlocutors　and　rarely　used　toward　other　interlocutors．　Furthermore，　there
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were　gender　and　regiona｝　differences　of　use，　as　well　as　differences　between　junior　high．　and　high
school　students．
　　　The　study　confirmed　that　among　the　junior　high　and　high　school　students　surveyed，　the　use
of　henorific　forms　above　a　certain　level　（for　example，　the　honorific　form　“kaerarerbl”　or　“okaeri
ni照γガfor“kaeru”），　which　adults　typ呈cally　use，　was　not　very　common。難owever，　a　switch
in　language　｝evel　itself，　which　constitutes　the　basic　principle　of　the　usage　of　leeigo，　was　observed
amo職g　s加dents　very　clearly，　such　as　in　their　choice　of　self－reference　terms．　In　other　words，　it
can　be　said　that　the　foundation　of　keigo　usage　in　adults　is　formed，　to　a　significant　extent，　iR
junior　high　school　or　high　school．
　　　This　study　dealt　mainly　wlth　keigo　in　the　narrow　sense　and　terms　of　reference，　which　have
similar　characteristics．　OR　the　other　hand，　in　actual　communication，　other　s£rategic　pheRom－
ena，　such　as　how　to　realize　the　expression　of　one’s　intentions，　are　likely　to　function　as　a　sign
of　consideration　for　others．　A　compreheRsive　LmderstandiRg　of　language　use　based　on　interper－
sonal　consideration　will　requlre　a　study　of　wider　scope　whiclt　includes　such　strategies．
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